


１１ 全全国国和和牛牛能能力力共共進進会会ととはは

（公社）全国和牛登録協会が主催し、５年に１度開催される、全国の優秀な和牛を一堂に
集め、改良の成果やその優秀性を競う大会。
開催規模の大きさや審査成績が各道府県のブランド確立を左右することから、和牛関係者

の威信をかけた重要な大会であり、別名「和牛のオリンピック」と称される。
本県代表牛は、出品した８部門中２部門(第３区、第７区)の優等賞首席に加え、今大会から

新設された第７区（脂肪の質評価群）で最高賞となる内閣総理大臣賞を受賞。
これにより本県は、第９回 鳥取大会（平成１９年）以降、史上初の４大会連続で内閣総理大臣
賞を受賞。通算５度の内閣総理大臣賞受賞は全国最多であり、団体賞（出品団体表彰）も第９回、
第10回、第12回大会で受賞。

２２ 大大会会名名称称

第12回全国和牛能力共進会（鹿児島大会）
～開催テーマ～
「和牛新時代 地域かがやく和牛力」

３３ 開開催催内内容容

（１）共進会
①期間 令和４年10月６日（木）～10日（祝・月）

〃 10月６日（木） 開会式
〃 10月６日（木）～９日（日） 各出品区の審査・等級決定
〃 10月10日（祝・月） 名誉賞決定

上位入賞牛・特別賞パレード展示
閉会式

②会場 種牛の部 鹿児島県霧島市牧園町
肉牛の部 鹿児島県南九州市知覧町(株）JA食肉かごしま南薩工場

③部門 種牛の部 ６部門
肉牛の部 ２部門
特別区（高校及び農業大学校）１部門

④頭数 全国４１道府県 ４３８頭出品予定
（種牛の部：２４８頭 肉牛の部：１６６頭、特別区：２４頭）

第１２回全国和牛能力共進会（鹿児島大会）が開催され
史上初 ４大会連続の内閣総理大臣賞を受賞しました！！！

【第12回全共 鹿児島大会（令和４年10月）の様子】
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Ⅰ 農業の概要

資料：「農林水産省：2020年農林業センサス」
「農林水産省：農業構造動向調査」

※「自給的農家」とは、経営耕地面積が３０a未満かつ農産物販売金額が５０万円未満の農家、
「販売農家」とは、経営耕地面積が３０a以上又は農産物販売金額が５０万円以上の農家をいう。

※「主業農家」とは、農業所得が主（所得の５０％以上が農業所得）で、６５歳未満の農業従事者６０日以上の者がいる農家、
「準主業農家」とは、農外所得が主で、６５歳未満の農業従事６０日以上の者がいない農家をいう。
「副業的農家」とは、６５歳未満の農業従事６０日以上の者がいない農家をいう。

※令和２年から主業農家・準主業農家・副業的農家のデータなし。

１ 本県農業の位置づけ

２ 農家戸数

３ 耕地面積及び耕地利用率の推移

資料：「農林水産省：耕地及び作付面積統計」

第第22種種兼兼業業

3399,,887755  

1199,,440033  1177,,888822  1188,,555566  1177,,228866  1155,,225555  副副業業的的

1133,,220088  

販販売売

2200,,333355  

第第11種種兼兼業業

1177,,440088  

1122,,113355  
99,,992266  88,,008844  

55,,337711  
準準主主業業 55,,008833  

33,,440044  

自自給給的的

1100,,663366  

専専業業

2200,,884444  

3377,,007744  

2200,,224466  
1155,,336666  

1122,,558888  
1100,,662200  主主業業

88,,994400  

1133,,881122  

1144,,118899  

1155,,449900  
1144,,884466  

1122,,887766  

7788,,112277  

6688,,661122  

6611,,886666  

5566,,119955  

5500,,773355  
4455,,880044  

3388,,442288  

3300,,997711  
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田 普通畑 樹園地 牧草地 耕地利用率(千㌶)

宮宮　　崎崎 九九　　州州 全全　　国国 宮宮//九九((％％)) 宮宮//全全((％％))

農 家 総 数 1,000戸 3311..00 224488 11,,774477 1122..55 11..88 「2020年農林業センサス」

販 売 農 家 1,000戸 2200..33 115577 11,,002288 1122..99 22..00 　　　　　　〃

耕 地 面 積 1,000ha 6644..88 551155 44,,334499 1122..66 11..55 農林水産省：令和3年耕地面積

田 面 積 1,000ha 3344..66 330022 22,,336666 1111..55 11..55 　　　　　　〃

畑 面 積 1,000ha 3300..11 221144 11,,998833 1144..11 11..55 　　　　　　〃

農 業 産 出 額 億 円 33,,447788 1177,,990055 8888,,660000 1199..44 33..99 農林水産省：令和3年農業産出額及び

生産農業所得 億 円 11,,331177 77,,115533 3333,,665533 1188..44 33..99 生産農業所得統計

区区　　　　分分 単単　　位位
区区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分分

資資　　　　　　料料
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４ 農業産出額

資料：「農林水産省：生産農業所得統計」

５ 宮崎県の産出額の構成

（年）
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Ⅱ 畜産の概要

１ 全国頭羽数別の順位
令和４年２月１日現在（単位：頭、千羽）

資料：「農林水産省：畜産統計」

２ 畜産産出額の推移

資料：「農林水産省：生産農業所得統計」

（年）
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11 22 33 44 55

北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 岩手県

553,300 337,800 254,500 133,600 89,200

北海道 栃木県 熊本県 岩手県 群馬県

846,100 54,800 43,600 40,100 33,600

鹿児島県 宮崎県 北海道 群馬県 千葉県

1,199,000 764,200 727,800 604,800 582,500

茨城県 千葉県 鹿児島県 広島県 愛知県

15,142 12,837 11,731 9,926 9,750

鹿児島県 宮崎県 岩手県 青森県 北海道

28,090 27,599 21,095 8,058 5,180
19.8%
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13,600
（13位）
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(( 種種 鶏鶏 をを 除除 くく ))
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宮宮崎崎県県//
全全国国

シシェェアア
区区　　分分 全全　　　　国国 九九　　　　州州

都都　　道道　　府府　　県県　　別別　　順順　　位位

備備　　考考
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【ビジョン】
『あらゆる危機事象に負けない畜産』、『賢く稼げる畜産』を畜産農家、関係機関、関連産業並びに
県⺠の皆様と共に創造し、持続可能な魅⼒ある強くてしなやかな本県畜産業の発展を目指す。

プラン（Ｒ３年度〜Ｒ７年度）の概要
第八次宮崎県農業・農村振興長期計画畜産版アクションプラン

持 続 可 能 な 畜 産 振 興 へ の 取 組

販 売 ・ 関 連 産 業 の 発 展 に 向 け た 取 組

生 産 基 盤 の 強 化

生 産 性 の 向 上

新 技 術 の 普 及 促 進

担 い 手 確 保

働 き 方 改 革

販 売 戦 略

輸 出 拡 大

生産力の強靱化生産力の強靱化

人材力の強靱化人材力の強靱化

指 導 者 確 保

地域資源循環の強化地域資源循環の強化
飼 料 自 給 率 の 向 上
脱炭素社会を目指した畜産
バ イ オ マ ス エ ネ ル ギ ー の
利 活 用 と 資 源 循 環 の 推 進

販売力の強靱化販売力の強靱化

関 連 産 業 の 成 ⻑ 促 進

畜 産 経 営 の 土 台 と な る 防 疫

防 疫 力 の 強 化

防 疫 体 制 の 強 化

家畜防疫の強靱化家畜防疫の強靱化

規模拡大に向けた畜産クラスター計画や人・牛プランの推進、効果的な分業化・担い
手・省力化対策の積極的な推進等
事故率低減や省力化等による所得向上に向けたスマート畜産技術の積極的な活用、飼
養環境の改善、衛生管理技術の向上等
スマート畜産技術の実装に向けた積極的な導入、試験研究分野と普及分野の連携強化
による新技術の推進及び情報発信の強化等

新規就農しやすい環境作り、中心的経営体の規模拡大支援と併せて経営管理能力の優
れた経営者の育成、農業大学校における畜産業への定着支援等

定休型ヘルパー組織の体制整備支援、各畜種における分業体制の構築及び推進等

より高いレベルの指導ができる畜産マスターのスキルアップと若手指導者の育成、地
域コンサル体制の強化、関係機関一体となった地域ぐるみの担い手育成の強化等

人・農地プランの活用等による飼料作付面積の拡大、自給飼料の広域流通、コントラ
クターの育成やＴＭＲセンター整備の推進等
脱炭素社会を目指した畜産バイオマスエネルギーの利活用や良質堆肥生産及び耕畜連
携による利用拡大の推進等

変化する社会情勢と多様化する消費者ニーズ等に対応するため、関係者一体となって
付加価値等の向上を目的とした販売戦略を再構築し、積極的な販売活動の推進等
国が策定した輸出戦略に同調し、成⻑分野として積極的な戦略を構築し、関係者との
連携を更に充実しながら輸出拡大を推進等
畜産を支える関連産業との連携を十分に図り、情報共有に努めるとともに新たな食
肉・食鳥処理場の整備支援、マーケットインを重視した食肉のおいしさの研究推進等

「水際防疫」・「地域防疫」・「農場防疫」・万一の発生に備えた「迅速な防疫措
置」による「みやざきの家畜防疫４本柱」の重点的取組推進
関係者との連携強化等に加え、県⺠総ぐるみの意識醸成を図り、家畜保健衛生所の機
能強化、産業動物獣医師と県職員獣医師の確保・育成の強化等

Ⅲ みやざき畜産共創プラン
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指標の目標値
● 持続可能な畜産振興への取組
（１）生産力の強靱化

目標値（Ｒ７年度）現状値（Ｒ１年度）小項目分類中項目
91,000頭82,900頭繁殖雌牛頭数肉用牛

①生産基盤の強化

73,400頭66,600頭子牛取引頭数肉用牛
38か所35か所肉用牛拠点施設整備数肉用牛

82,000t77,542t生乳生産量乳用牛
700頭650頭育成預託牛頭数（酪農公社）乳用牛

1,460千頭1,380千頭肉豚出荷頭数豚
142,500千羽136,597千羽ブロイラー出荷羽数鶏

61,500t56,876t鶏卵生産量鶏
580千羽431千羽みやざき地頭鶏出荷羽数鶏

22.5%32.5%分娩間隔410日以上の繁殖雌牛頭数割合肉用繁殖牛

②生産性の向上

27.0ヶ月29.5ヶ月出荷月齢肉用肥育牛

10,000kg9,512kg１頭当たり年間乳量（牛群検定305日乳量）乳用牛

23.0頭（25.0頭）※118.8頭（21.2頭）⺟豚１頭当たり年間出荷頭数豚

5.0回転4.84回転ブロイラーの生産率（回転）鶏
91.0%80.5%みやざき地頭鶏の育成率鶏

2,000⼾1,167⼾スマート畜産導⼊⼾数全畜種③新技術の普及促進 35件9件普及成果数全畜種
（２）人材力の強靱化

目標値（Ｒ７年度）現状値（Ｒ１年度）小項目分類中項目
160人／年次137人／年次新規就農者数（畜産部門）人材

①担い手確保

400主体214主体畜産クラスター事業の取組主体数人材

1,000件779件畜産技術・経営分析システム（産地分析）参
加農家数人材

100%（80%）※296%（77%）農業大学校（畜産分野）の就農及び農業関係
就職率人材

9組織3組織定休型ヘルパー組織数人材②働き方改革
110人60人畜産マスター延べ数人材③指導者確保

（３）地域資源循環の強化
目標値（Ｒ７年度）現状値（Ｒ１年度）小項目分類中項目

35,000ha33,600ha飼料作付面積 (WCS、飼料用米含む)自給飼料

①飼料自給率の向上 20組織15組織販売型コントラクター数自給飼料
5,250ha4,118haコントラクターの作業面積自給飼料

270ha231ha放牧面積未利用資源
7施設4施設畜産バイオマス発電施設数バイオマス②脱炭素社会を目指し

た畜産バイオマスエ
ネルギーの利活用と
資源循環の推進 8,000t4,081t堆肥の広域流通量（県外・農外販売）資源循環

● 販売・関連産業の発展に向けた取組
（１）販売力の強靱化

目標値（Ｒ７年度）現状値（Ｒ１年度）小項目分類中項目
600店舗548店舗宮崎牛指定店数牛肉

①販売戦略 250店舗227店舗宮崎ブランドポーク指定店数豚肉

230店舗210店舗みやざき地頭鶏指定店数みやざき地頭
鶏

66億円(3,850t)※344億円(1,430t)畜産物輸出額牛肉・豚肉・
鶏肉・鶏卵②輸出拡大

3,000億円（R6）2,456億円（H30）畜産物製造業出荷額製造
③関連産業の成⻑促進 2カ所−新たな食肉・食鳥処理施設の整備数製造

1,139千頭1,092千頭県内と畜場におけると畜頭数製造
※1：（ ）は、クラスター事業活用農場平均、※2：（ ）は、卒時就農率、※3：（ ）は、輸出量
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みみややざざききのの家家畜畜防防疫疫対対策策のの４４本本柱柱
１ 水際防疫

２ 地域防疫

４ 迅速な防疫措置

３ 農場防疫

農場における飼養衛生管理基準の
遵守状況確認

鳥インフルエンザ発生予防のための
養鶏農家への消石灰配布

家畜伝染病発生を想定した
机上防疫演習

市町村自衛防疫推進協議会による
地域の巡回消毒活動

地域での防疫演習
（消毒作業訓練）

空港での靴底消毒マット設置 宮崎空港での検疫探知犬配備に
伴うセレモニー

畜産試験場を活用した
家畜防疫実働演習
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Ⅳ 畜種別飼養動向

１ 肉用牛

戸数と頭数の推移

（１）肉用牛の飼養状況

○本県を代表するブランドの「宮崎牛」は、令和４年10月に鹿児島県で開催された
「第12回全国和牛能力共進会」で、史上初となる４大会連続の内閣総理大臣賞を受賞。

○令和３年の産出額は８１５億円（対前年比１１５．１％）で、県全体の約２３．４％を占
めている。

○肉用牛の飼養頭数は、平成２２年に発生した口蹄疫の影響等により、平成２３年は減少し
たものの、翌年には増加に転じ、その後はほぼ横ばいで推移し、令和４年２月１日現在の飼
養頭数は、２５４，５００頭と全国３位となっている。

○口蹄疫で６６，８６９頭の肉用牛が殺処分され、肉用牛産業に甚大な影響を与えたことか
ら、畜産の新生に向け、人・牛プランに掲げた担い手の育成や分業化システムの構築等、生
産基盤の強化を図るとともに、ＰＲ活動の展開による「宮崎牛」の一層の銘柄確立に努めて
いる。

資料：「畜産統計」

（年）

※ 事実不詳又は調査を欠くもののためデータなし

注)飼養頭数については、令和２年から調査方法が変更になったため、以前の数値とは連動しない。

32.0

24.0

19.0

14.0
11.0 10.0 9.5 8.4 8.2 7.7 7.3 7.0 6.5 6.3 6.1 5.8 5.4 5.2 4.9

6.7 9.0
13.1

17.3

23.9

29.8 30.7
28.5 30.6 32.4 34.2 35.7 37.4 38.8

40.0 43.1 45.5

48.5
51.5

0

10

20

30

40

50

0

5

10

15

20

25

30

35
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肉用牛の飼養戸数と一戸当たり飼養頭数
戸数

１戸当たり頭数
（千戸） （頭）

（年）

※※

※

注)H31,R1の標記については参考としている数字の時期により標記が異なる
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県内における肉用牛の飼養頭数
総飼養頭数 子取り用めす頭数（万頭）
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出出荷荷頭頭数数 6655,,443399頭頭

雌 20,761頭 (63.4%) 雌 12,010頭 (36.6%)
去 勢 23,284頭 (71.3%) 去 勢 9,384頭 (28.7%)
合 計 44,045頭 (67.3%) 合 計 21,394頭 (32.7%)

合 計 雌 去 勢
１三 重 2,931頭 １三 重 2,931頭 １佐 賀 1,056頭
２鹿児島 1,822頭 ２兵 庫 1,352頭 ２岐 阜 996頭
３佐 賀 1,820頭 ３滋 賀 1,134頭 ３茨 城 984頭
４兵 庫 1,705頭 ４鹿児島 884頭 ４鹿児島 938頭
５滋 賀 1,543頭 ５徳 島 817頭 ５熊 本 800頭

子 牛

県内出荷 県外出荷

購買先（上位５県）

③流通状況（令和３年度）

資料：「県畜産振興課調」、「宮崎県畜産協会調」

資料：「県畜産振興課調」
「宮崎県畜産協会調」

資料：「県畜産振興課調」
「宮崎県畜産協会調」

（２）肉用子牛の出荷状況

肉用子牛の価格は、平成２５年度に上昇に転じ、平成２８年度には過去最高水準に達した。
平成２９年度以降はほぼ横ばいでの推移となっている。

①価格の推移（消費税抜き）

②出荷の推移

肉用子牛の出荷頭数は、平成２２年に発生した口蹄疫により激減したが、平成２４年度以降は
６万頭台で推移している。平成２８年度以降、国庫事業をはじめとした増頭対策により増加した
繁殖雌牛の飼養頭数に連動し、安定した推移となっている。

(年度)

(年度)

30.8

51.1
41.4 41.2

49.8
39.6

40.1 42.0
42.5

50.2 55.0

66.7
79.1 74.1 73.2 72.5 67.6

69.8

27.3
42.2 33.7 36.6 45.8

34.4 37.7 37.9 36.4
43.4 47.8

57.1
66.0 63.2 61.6 61.6

57.5
57.7

29.2

46.9

37.8 39.0

47.8
37.038.9 40.039.5

46.9
51.4

61.9

72.5
68.7 67.4 67.1

62.5 63.7

20

40

60

80

100

S60 H2 H7 H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

（万円）

去勢 雌 平均

32.4 35.2 33.2
42.5 39.4

47.6 44.7 38.4 41.5 40.0 37.6 37.4 38.2 39.4 41.3 41.3 43.4 44.0

30.6 31.9 34.8
30.9 34.4

30.1 
17.8

20.1
24.3 25.9 24.5 24.2 23.3 24.2 22.9 22.5 21.2 21.4

63.1
67.1 68.0

73.5 73.8 77.7

62.5 58.5
65.9 65.9 62.1 61.6 61.5 63.6 64.2 63.8 64.6 65.4

0
10
20
30
40
50
60
70
80

S60 H2 H7 H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

（千頭） 県内出荷 県外出荷
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30.9 38.9 42.2 43.1 45.9 47.8 38.4 39.4 37.4 39.6 40.8
0.7

3.4
8.4 11.4 11.2 11.2

11.1 11.7 12 11.4 11

22.2 24.0
39.4 32.4 33.0 36.8 27.9 29.7 31.8 30.2 31.8

40

20

0

20

40

60

80

S60 H2 H7 H12 H17 H21 H29 H30 R1 R2 R3

県内出荷 県内移入 県外出荷

72,582頭

40,765頭 (56.2%) 31,817頭 (43.8%)

九州 23,188頭

近畿 5,711頭

中四国 1,035頭

東海 416頭

関東 1,466頭

東北 1頭

移移入入頭頭数数

51,732頭

10,967頭

肉肉    牛牛

県県外外出出荷荷県県内内出出荷荷

県県内内肉肉牛牛生生産産頭頭数数

県県内内とと畜畜頭頭数数

②流通状況（令和３年）

資料：「畜産物流通統計」

資料：「畜産物流通統計」

資料：「県畜産振興課調」

（３）肉牛の出荷状況

①頭数の推移

県産牛肉の輸出は平成２年度に始まり、ＢＳＥや口蹄疫発生により輸出量は一時的に落ち込
んだものの平成２４年度以降順調に伸び、令和３年度には過去最高の９４９ｔを記録した。

県内における肉用牛の出荷頭数は、平成２９年以降増加傾向で推移している。
県内への出荷頭数は約６割であり、県外からの移入頭数は１万～1万２千頭で推移している。

（千頭）

※ H22～H28年は調査休止のためデータなし

県
内
と
畜
頭
数

県
内
肉
牛
生
産
頭
数

③宮崎県産牛肉輸出量の推移

[53.1] [62.9] [81.6] [75.5] [78.9] [84.6] [66.3] [69.1]
[ ]内は県内肉牛生産頭数

[69.2] [69.8]
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（４）肉用牛の生産基盤強化に関する取組について

肉用牛生産者の規模拡大や肉用牛生産に係る作業の分業化・省力化を推進するため、妊娠牛や子牛を
供給する繁殖センターの整備や、セリまでの子牛育成を担うキャトルセンターやキャトルブリーディン
グセンターの整備を県内一円で展開。

県県全全域域 2211かか所所（繁殖・育成牛2,037頭、不妊牛298頭、キャトル1,408頭）※R5年1月時点

■■ＪＪＡＡ宮宮崎崎中中央央肉肉用用牛牛総総合合フファァーームム
【【平平成成1144年年度度】】（（334400頭頭））

■■ＪＪＡＡ西西都都キキャャトトルルセセンンタターー
【【平平成成2200年年度度】】（（224488頭頭））

●●ＪＪＡＡ延延岡岡繁繁殖殖セセンンタターー
【【平平成成3300年年度度】】（（9922頭頭））

◆◆ＪＪＡＡ延延岡岡キキャャトトルルセセンンタターー
【【平平成成2255年年度度】】（（225500頭頭））

●●ＪＪＡＡここばばややしし繁繁殖殖
セセンンタターー

【【平平成成1166年年度度（（116600頭頭））

■■綾綾町町肉肉用用牛牛総総合合支支援援セセンンタターー
【【平平成成2266年年度度】】（（115500頭頭））

■■ＪＪＡＡ綾綾町町肉肉用用牛牛総総合合育育成成セセンンタターー
【【平平成成９９年年度度】】（（114422頭頭））

●●ＪＪＡＡ宮宮崎崎経経済済連連妊妊娠娠牛牛供供給給セセンンタターー
【【平平成成1199年年度度】】（（228800頭頭））

◆◆ＪＪＡＡ綾綾町町キキャャトトルルスステテーーシショョンン
【【平平成成５５年年度度】】（（110000頭頭））

◆◆ＪＪＡＡ綾綾町町哺哺育育セセンンタターー
【【平平成成2288年年度度】】（（2200頭頭））

■■小小林林市市営営牧牧場場
【【昭昭和和4466年年度度】】（（111144頭頭））

●●ＪＪＡＡここばばややしし第第２２繁繁殖殖セセンンタターー
【【平平成成3300年年度度】】（（224411頭頭））

●●ＪＪＡＡ高高千千穂穂地地区区田田原原セセンンタターー
【【令令和和元元年年度度】】（（5566頭頭））

●●ＪＪＡＡ高高千千穂穂地地区区中中川川繁繁殖殖セセンンタターー
【【平平成成2277年年度度】】（（116655頭頭））

●●ＪＪＡＡええびびのの市市和和牛牛繁繁殖殖セセンンタターー
【【平平成成2299年年度度】】（（228888頭頭））

キキャャトトルルセセンンタターー繁繁殖殖セセンンタターー 繁繁殖殖＋＋キキャャトトルルセセンンタターー

■■ＪＪＡＡ宮宮崎崎中中央央宮宮崎崎畜畜産産団団地地
【【平平成成2255年年度度】】（（555500頭頭））

●●ＪＪＡＡ宮宮崎崎経経済済連連肉肉用用牛牛生生産産実実証証
農農場場【【平平成成1111年年度度】】（（118800頭頭））

綾綾 町町

ええびびのの市市

●●ＪＪＡＡ都都城城
育育成成牛牛セセンンタターー
【【平平成成2299年年度度】】（（114444頭頭））

串串間間市市

●●ＪＪＡＡははままゆゆうう繁繁殖殖セセンンタターー
【【平平成成2244年年度度】】（（111100頭頭））

◆◆笠笠祇祇肉肉用用牛牛生生産産組組合合
【【平平成成1122年年度度】】（（4400頭頭））

高高千千穂穂町町

延延岡岡市市

美美郷郷町町

●●ＪＪＡＡ日日向向繁繁殖殖セセンンタターー
【【平平成成2299年年度度】】（（5500頭頭））

木木城城町町

西西都都市市

国国富富町町

宮宮崎崎市市

高高原原町町

小小林林市市

【【 】】 運運営営開開始始年年度度
（（ ）） 施施設設のの規規模模

資料：「県畜産振興課調」

都都城城市市
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２ 乳用牛

（１）乳用牛の飼養状況

戸数と頭数の推移

資料：「畜産統計」

「牛乳・乳製品統計」

○本県の酪農は、土地利用型農業の重要品目として発展してきたが、乳価低迷等による経
営転換や飼養者の高齢化・後継者不足等により飼養戸数及び飼養頭数は減少傾向にあり、
令和３年の産出額は９８億円（対前年比１０３．２％）で、県全体の２．８％を占めてい
る。

○平成２４年以降は戸数の減少に比べ、頭数の減少は緩やかで、一戸当たりの平均飼養頭
数が伸びており、規模拡大が進んでいる。

○令和３年の生乳生産量は、８万２，８４４トン（対前年比１０４．５％）となっている。

○酪農を担う新たな担い手等の育成を図るとともに、後継牛の確保と導入コストの削減の
ための育成牛預託等による分業化や省力化のための搾乳ロボット等の導入を進め、生産基
盤の強化・生産性向上を図っていく。

※ 飼養頭数について、令和２年から調査方法が変更になったため、以前の数値とは連動しない。
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48.1 51.5 51.7 51.8 52.7 54.4 

56.4 58.5 59.4 63.3 65.1 
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乳乳用用牛牛のの飼飼養養戸戸数数とと一一戸戸ああたたりり飼飼養養頭頭数数 ⼾数
平均頭数(百戸) (頭)

注)H31,R1の標記については参考としている数字の時期により標記が異なる

31.1 29.8 

26.8 
23.2 20.7 

16.0 13.8 15.2 15.5 15.1 14.5 13.8 13.7 13.6 13.7 13.6 13.6 13.6 

108.8
121.8 123.1 128.7

109.9

82.8 83.3 89.4 89.5 87.1 86.4 85.0 80.2 79.4 77.5 79.3 82.8

0
20
40
60
80
100
120
140

0

10

20
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S60 H2 H7 H12 H17 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4

県内における乳用牛の飼養頭数と生産乳量 頭数
生産乳量(千頭) (t)
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46.9
62.3

71.1 66.6 76.1

53.9 55.9 59.3 59.8
57.0 55.0 49.6 45.9

44.5 40.0 44.5 48.9

61.9 59.5 52.0 62.1

33.8 28.9 27.4 30.1 29.7 30.1 31.4 35.4 34.3 34.9 37.5 34.8 33.9

44.6
38.6

42.6

62.2

58.5
43.9 43.0 44.8 43.0 42.2 43.3

42.1 39.6 39.6 34.1 35.5 34.2

(100.0)

(50.0)

0.0

50.0

100.0

150.0

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

県外出荷 県内出荷 県内移入

34,168t68,077t
生乳 33,909ｔ

（40.9%）

生乳生産量

82,844ｔ

県内出荷 県内処理量 移入量

②流通状況（令和３年）

資料：「牛乳・乳製品統計」

48.935ｔ
（59.1%）

県外出荷 【処理量内訳】

牛乳等向け 41,700ｔ（61.3％）
うち学乳 6,553ｔ ※生産量
乳製品向け 26,250ｔ（38.6％）
その他向け 127ｔ（0.1％）

（２）生乳の出荷状況

①出荷の推移

生乳の出荷量は、平成１２年をピークに減少傾向にある。県内処理量は県内産と県外から
移入してきた分を合わせて、６万ｔ台の処理量となり、ほぼ横ばいの状況となっている。

県内で生産された生乳の５９％は県外に出荷され、県内で処理される生乳の６１％が牛乳
等向けとなっている。

（千ｔ）

県
内
処
理
量
県
内
生
乳
生
産
量

資料：「牛乳・乳製品統計」

(年)
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３ 豚

戸数と頭数の推移

資料：「畜産統計」

（年）

○本県の養豚は、農家戸数は減少傾向にあるものの、飼養頭数は全国２位を維持しており、
１戸当たりの飼養頭数が２，０００頭を超え、規模拡大が進んでいる。

○規模拡大に伴い、効率的な生産体制として、地域内一貫生産体制やマルチサイト方式
（繁殖・哺乳育成・肥育部門の独立）の導入等に取り組む生産者も増えてきている。

○平成２２年の口蹄疫で２２万７，９４９頭の豚が殺処分された後、平成２４年には８８
万５，３００頭まで回復したものの、近年は減少傾向であり、令和４年２月１日現在では
７６万４，２００頭となっている。

○口蹄疫からの再生・復興・新生に向けた取組等により、令和３年の産出額は５１８億円
（対前年比９９．４％）で県全体の１４．９％を占めているが、さらに生産基盤の強化や
生産性の向上を進めることとしている。

53.7 

35.1 

15.4 
9.4 

6.2 4.7 5.6 5.4 5.3 4.8 4.5 4.5 4.4 4.0 3.4 109 
216 

494 

842 

1,468 
1,644 

1,595 

1,558 

1,577 

1,733 

1,869 

1,831 

1,895 

1,972 

2,281 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

20

40

60

80

S60 H2 H7 H12 H21 H23 H24 H25 H26 H28 H29 H30 H31 R3 R4

豚の飼養戸数と一戸当たりの飼養頭数 戸数
平均頭数

(百戸)
(頭)

(年)

※平成17・22・27年・令和2年は調査休止のためデータなし

58.7 

75.8 76.0 
79.2 

91.5 

76.6 

88.5 
83.8 83.9 83.5 84.7 

82.2 83.6 
79.7 

76.4 

40

50

60

70

80

90

100

S60 H2 H7 H12 H21 H23 H24 H25 H26 H28 H29 H30 H31 R3 R4

県内における豚の飼養頭数 頭数
(万頭)
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180

120
83 70 76 73 77 77 76 71 61 54 54

0.6 0.8

24.1

31.2

40.1 38.5 40.3 41.6 41.7 42.9
45.5

51.4
62.2

54.6

38.7

0

10

20

30

40

50

60

0

100

200

300

400

S60 H2 H7 H12 H21 H23 H24 H25 H26 H28 H29 H30 H31 R3 R4

採卵鶏の飼養戸数と一戸当たり飼養羽数 戸数（種鶏除く）

平均羽数（成鶏めす）
6,000

5,000

4,000

(戸) (千羽)

4,030 

4,710 

5,383 

4,540 

3,970 

3,305 3,502 3,698 3,900 3,899 4,108 4,253 4,451 

3,816 

2,768 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

S60 H2 H7 H12 H21 H23 H24 H25 H26 H28 H29 H30 H31 R3 R4

県内における採卵鶏の飼養羽数
羽数

（千羽）

（年）

４ 採卵鶏

戸数と羽数の推移

資料：「畜産統計」

（年）

4,980

5,640

※平成17・22・27年・令和2年は調査休止のためデータなし

○本県の鶏卵は、ＧＰセンター（鶏卵を洗浄、選別、包装する施設）を核とした企業的経
営による規模拡大が進み、１戸当たりの飼養羽数は約３万９千羽となっている。

○令和３年の鶏卵の産出額は約１０６億円（対前年比109％）で、県全体の３．０％を占め
ている。

○鶏卵は栄養豊富な食品で、価格的にも物価の優等生といわれるなど、国民の食生活に深
く根ざしているが、より一層の安全・安心を確保する観点から高度ＧＰセンターの整備が
進められている。
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2,211 

2,741 

1,836 
1,677 

1,817 1,839 

2,628 
2,819 2,744 2,768 2,842 2,824 2,801 2,760 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

S60 H2 H7 H12 H17 H21 H25 H26 H28 H29 H30 H31 R3 R4

県内におけるブロイラーの飼養羽数 羽数
(万羽)

５ ブロイラー

戸数と羽数の推移

資料：「畜産統計」

735 753

520

443
403 384

467
483 473 467

466
465 443 446

30.1
36.4 35.3 37.9

45.1 47.3

56.8 58.4 58.0 59.3 60.9 60.7 63.2 61.9

0

20

40

60

0

200

400

600

800

S60 H2 H7 H12 H17 H21 H25 H26 H28 H29 H30 H31 R3 R4

ブロイラーの飼養戸数と一戸当たり飼養羽数 戸数

平均羽数
(戸)

(千羽)

（年）

（年）

※平成22・27年・令和2年は調査休止のためデータなし

○本県のブロイラーは、生産・流通に関わる様々な部門を統合した大規模生産・流通システ
ムであるインテグレーション形態を背景に、飼養羽数は年々増加しており、１戸当たりの規
模拡大が進んでいる。

○飼養戸数の減少は他の畜種に比べて緩やかに推移している。

○令和３年の産出額は７３９億円（対前年比１０５．６％）で、県全体の２１．２％を占め
ている。

○令和４年の本県出荷羽数は１億３，９８２万羽であり、宮崎、鹿児島、岩手の３県で全国
の５５．７％を占めている。
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6 
52 

253 

463 472 499 

610 

714 715 724 707 
614 

564 
500 

268 247 18
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45 45 45
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1,000

H7 H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

素ひな供給羽数 戸数（千羽） （戸）

650 

293 
205 198 198 218 221 243 

185 198 
138 124 120 120 

84 

61

31
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0
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H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3

頭数 戸数

7,614 
6,256 

3,959 3,428 
3,105 3,001 

3,392 
3,486 

3,366 
4,437 

5,563 
4,963 

4,979 
5,191 

5,321 
4,767 4,699 

4,902 

5,156 

139

114
97

85

63 66 68 72
62

89

121
133 134 134 139 136

171 175
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50
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S60 H2 H7 H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
群数 戸数（群） （戸）

６ みやざき地頭鶏
素ひな供給羽数の推移

７ 農用馬

８ 蜜蜂

平成２年度からみやざき地頭鶏の素ひな供給が開始され、供給羽数は平成１７年度から大きく
増加し、平成２５年度からは７０万羽を超えて推移してきた。しかし、平成２８年度から減少し、
令和３年度はコロナ禍の影響を受け、２５万羽の供給であった。

飼養頭数及び戸数がやや減少傾向で、令和３年では、６戸で８４頭が飼育されている。

平成２５年の養蜂振興法の改正により、趣味飼育者からも飼育届が提出されることになり、
戸数は増加したが群数は横ばいである。

飼養状況の推移

戸数と群数の推移

資料：「県畜産振興課調」

資料：「県畜産振興課調」

資料：「県畜産振興課調」

（戸）
（頭）

（年）

（年）

（年度）

じとっこ
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Ⅴ 飼料
１ 自給飼料

２ 流通飼料

(２) 県内生産量と県外移入量の推移

毎年180万t程度が消費されており、その約85％が県外からの移入によるものである。

(１) 配・混合飼料の消費量の推移

資料：「農林統計協会調」

資料：「農林統計協会調」

飼料作物作付面積の推移

資料：「農林水産統計」

19,000 17,900 17,200 16,500 15,800 15,600 15,600 16,000 16,000 15,700 16,100 16,300 16,100 16,000 15,800 15,800 15,600 
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7,840 
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862 2,162 
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4,356 4,599 4,732 5,217 6,277 6,801 7,142 7,115 7,056 7,068 7,186 
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1,200 
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H2 H7 H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

牧草 ﾄｳﾓﾛｺｼ ｿﾙｺﾞｰ WCS･米 その他

（年）

（㌶）

198 251 292 339 311 279 308 331 320 307 313 329 350 353 365 382
牛用

405 

467 476 422 
462 526 

453 477 504 490 451 461 467 475 485 497 483
豚用

464 
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1,863 1,841 1,884 1,875 
1,855 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

H2 H7 H12 H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

(千㌧)

（年度）

平成22年以降、飼料用稲の増加もあり飼料作物の作付面積は増加傾向にあったが、長大作物
の減少等により、作付け面積は横ばいとなっている。
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生産量

269 
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移入量
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面積 戸数 頭数（㌶, 戸） （頭）

（年度）

３ 作業受託

４ 肉用繁殖牛放牧

コントラクターによる飼料作物関連の作業受託面積は年々増加し、分業化が進んでいる。

資料：「県畜産振興課調」（平成23年度は調査未実施）

資料：「県畜産振興課調」

作業受託面積・戸数の推移

放牧面積・戸数・頭数の推移

（㌶）

208 498 560 803 867 916 835 711 867 921 
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飼料作付 飼料収穫 稲わら収集 堆肥散布等 受託延べ戸数
（戸）

（年度）

平成22年の口蹄疫発生以降、放牧面積・頭数ともに減少した。近年は放牧面積・頭数は増加
に転じており、取組戸数も回復傾向にある。

コントラクター向け研修会の様子 中山間地域における放牧の様子
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Ⅵ 家畜衛生

２ 家畜伝染病発生状況（主な監視伝染病）

１ 検査実施状況（主な監視伝染病）
(単位：頭,羽,群)

資料：「県家畜防疫対策課調」

資料：「県家畜防疫対策課調」

32R130292827262524H23
年度

病名

6504,3812,7133,1332,5593,3182,6583,0253,0594,1014,052結結 核核

552,6811,7482,2841,8502,8602,3832,7092,6563,6233,289ブブ ルル セセ ララ 症症

5,1542,9313,8464,5133,8465,0103,6172,8212,6024,6516,060ヨヨ ーー ネネ 病病 （（ 牛牛 ））

15,69517,56819,62419,66617,62413,6107,4124,6904,7586,9357,076牛牛 伝伝 染染 性性 リリ ンン パパ 腫腫

2,3401,8551,6681,0249859139841,0241,073949710豚豚 熱熱

4,2735,2807,3377,9789,7388,81610,1277,81815,93518,85614,001オオ ーー エエ スス キキ ーー 病病

4,3755,9895,7076,6486,1655,2656,2815,9106,0265,2615,386豚豚繁繁殖殖・・呼呼吸吸障障害害症症候候群群

040003649687401301800豚豚 流流 行行 性性 下下 痢痢

000001803101301301800伝伝 染染 性性 胃胃 腸腸 炎炎

1,8489,5711,8492,2213,6213,5671,9182,3182,3842,6381,857
高高病病原原性性

鳥鳥イインンフフルルエエンンザザ

6901,4801,9201,9202,4142,6032,2322,3532,3851,82690ニニ ュュ ーー カカ ッッ スス ルル 病病

3,3143,1313,3993,4033,5043,6293,7013,9693,7493,2974,032腐腐 蛆蛆 病病

(単位：頭,羽,群（口蹄疫・鳥インフルエンザの上段は殺処分頭羽数、下段は件数))

32R130292827262524H23
年次

病名

－－－－－－－－－－－口口 蹄蹄 疫疫

1－－1722－－1－ヨヨーーネネ病病（（牛牛））

20616616013712210111556645042牛牛伝伝染染性性リリンンパパ腫腫

351615941－－11牛牛ウウイイルルスス性性下下痢痢

－－21142943－16－－豚豚 流流 行行 性性 下下 痢痢

－－－－－－－17－1－伝伝 染染 性性 胃胃 腸腸 炎炎

151724213132311819218豚豚 丹丹 毒毒

315,019
(3)

319,497
(9)

－－
166,195

(1)

116,977
(1)

－
46,025

(2)
－－

1,011,968
(13)

高高病病原原性性
鳥鳥イインンフフルルエエンンザザ

－－－－－－－521028腐腐 蛆蛆 病病

※Ｈ21以前に発生した監視伝染病（最終発生、頭羽数）
流行性脳炎（S58年、1頭）、結核病（S60年、1頭）、馬伝染性貧血（S54年、3頭）、豚コレラ（S55年、741頭）
ニューカッスル病（S57年、10,431羽）、ひな白痢（S53年、589羽）、口蹄疫（H22、297,808頭）
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３ 予防接種実施状況
(単位：千頭）

４ 県内の家畜人工授精成績

（１）肉用牛

（２）乳用牛

(単位：頭）

(単位：頭）

（県内で開設する家畜人工授精所のデータを集計）

資料：「県家畜防疫対策課調」
「宮崎県畜産協会調」

資料：「県家畜防疫対策課調」

資料：「県家畜防疫対策課調」

32R13029282726252423
年度

ワクチン名

63.26244.13939425760626662牛牛 呼呼 吸吸 器器 55 種種 混混 合合

0.0130.0040.20.10.2－－－－－－牛牛 呼呼 吸吸 器器 66 種種 混混 合合

ー－18.6242318－－－－－牛牛 呼呼 吸吸 器器 55 種種 ・・ ヘヘ モモ 混混 合合

2322.2－－－－－－－－－牛牛 ヘヘ モモ フフ ィィ ルル スス ・・ ソソ ムム ナナ スス

ー2.13.39.435535247505261牛牛 異異 常常 産産 33 種種 混混 合合

58.857.359.05826－－－－－－牛牛 異異 常常 産産 44 種種 混混 合合

25.225.724.42323222122232522イイ ババ ララ キキ 病病

0.0590.0680.10.10.20.20.20.20.20.20.2牛牛流流行行熱熱・・イイババララキキ病病混混合合

1817.817.41718181817181920炭炭 疽疽

3.52.93.54.73.03.684234390886966オオ ーー エエ スス キキ ーー 病病

ー－－－－－－013－－AA RR BB PP ・・ 豚豚 丹丹 毒毒

222.17.88.59.39.78.75.8177220294豚豚 丹丹 毒毒

雌実頭数 受胎頭数 流死産頭数 不受胎頭数 不明頭数 受胎率 生産頭数 雄 雌 早産､生後 生産率

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ B/(A-E) F+G+H Ｆ Ｇ へい死 Ｈ F+G+H/(A-E) 双子 三子

H28 82,853 67,956 1,859 9,438 5,459 88% 66,484 34,110 31,831 543 86% 381 3

H29 86,102 69,886 1,918 10,137 6,079 87% 68,379 34,985 32,762 632 85% 407 2

H30 84,503 68,116 1,926 10,332 6,055 87% 66,613 34,078 31,939 596 85% 421 1

R1 85,258 68,221 2,225 10,853 6,184 86% 66,504 33,949 31,940 615 84% 506 1

R2 87,857 70,014 2,285 12,228 5,615 85% 68,216 34,689 32,936 591 83% 485 1

年次
備　考

受     胎     成     績 生　　  産　　  成　　  績

雌実頭数 受胎頭数 流死産頭数 不受胎頭数 不明頭数 受胎率 生産頭数 雄 雌 早産､生後 生産率

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ B/(A-E) F+G+H Ｆ Ｇ へい死 Ｈ F+G+H/(A-E) 双子 三子

H28 5,358 3,273 194 1,640 445 67% 3,143 1,453 1,648 42 64% 64 0

H29 5,278 3,317 218 1,669 292 67% 3,162 1,449 1,638 75 63% 61 1

H30 4,946 3,060 179 1,646 240 65% 2,939 1,331 1,551 57 63% 58 0

R1 5,657 3,579 246 1,694 384 68% 3,404 1,530 1,800 74 65% 71 0

R2 5,231 3,321 208 1,562 348 68% 3,180 1,368 1,760 52 65% 67 0

年次
備　考

受     胎     成     績 生　　  産　　  成　　  績
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令和４年１１月２０日に県内１例目となる高病原性鳥インフルエンザが新富町で発生し、１２月には日向市、
翌年１月には川南町で発生があった。
合計約４１万羽の鶏を殺処分したほか、延べ１４箇所の消毒ポイントの設置・運営や発生農場及び制限区域

内の農場への支援など、様々な対策を実施した。
防疫作業では、県、地元市町村等に加え、自衛隊、ＪＡグループ、県建設業協会、地元バス会社、県トラッ

ク協会などの多くの関係団体・企業、国（国土交通省、農林水産省）等の御協力をいただき、発生農場等の防
疫措置を迅速に完了することができた。
靴底消毒等に御協力いただいた県民の皆様を含め、関係するすべての皆様に感謝申し上げるとともに、引き

続き緊張感を維持しながら、新たな発生を防止する取組を進めていく。

５ 令和４年度の家畜伝染病の発生

○防疫作業

○埋却作業 ○清掃・消毒作業

○消毒ポイントでの車両消毒○防疫措置の完了

○掘削作業
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○高病原性鳥インフルエンザへの対応

発 生 確 認
 ・通報 11/19 12/20 1/9
 ・簡易検査 11/19 12/20 1/9
 ・PCR検査 11/20 12/21 1/10
 ・疑似患畜確定 11/20 12/21 1/10
防 疫 措 置
 ・防疫措置開始 11/20 12/21 1/10
 ・殺処分完了 11/21 12/22 1/11
 ・防疫措置完了 11/22 12/22 1/12
農場防疫動員数  延べ1,161名  延べ513名  延べ794名

39名 87名 44名
80名 53名 20名
10名 39名 29名

278名 25名 8名
14名 309名 693名

740名
区 域 内 農 場 数
 ・移動制限    1農場 約 2万羽    9農場 約  40万羽  19農場 約  51万羽
 ・搬出制限  77農場 約281万羽  51農場 約119万羽   104農場 約345万羽
消 毒 ポ イ ン ト
 ・設置箇所数
 ・作業者数

  94名 235名   222名
5名   23名   468名

588名 192名   234名
148名 196名

発 生 状 況 確 認
検  査

清浄性確認検査

搬 出 制 限 区 域
解   除

移 動 制 限 区 域
解   除

肉用鶏 約15万羽 採卵鶏 約10万羽
発生農場   5万羽
関連農場 10万羽

発生農場の概要

1例目 2例目 3例目
児湯郡新富町 日向市 児湯郡川南町

8:55

4:00
1:00

11:30,14:00

18:00
20:25
4:00

採卵鶏 約16万羽

13:00
10:00

14:05,17:00
12:30

7:00
5:00

13:40,16:10
10:00

17:00
7:25
13:00

17:00
18:10
7:00

県建設業協会
JAグループ
企業･団体

日向市
県職員

県職員
国(九州農政局)

自衛隊
企業･団体
JAグループ

県建設業協会

県職員
日向市

企業･団体
JAグループ

県建設業協会

1農場 陰性

令和4年12月21日 令和5年1月10日
移動制限区域内 移動制限区域内

7農場(空舎除く)  陰性 13農場(空舎除く) 陰性

市町
その他
県職員

令和4年11月20日
移動制限区域内

市町
JAグループ

その他
県職員

市町
JAグループ

その他
県職員

令和4年12月3日
移動制限区域内

1農場 陰性

令和5年1月2日 令和5年1月23日
移動制限区域内 移動制限区域内

9農場 陰性 13農場 陰性

消毒ポイント1か所追加
令和4年12月14日

全ての消毒ポイント終了
令和5年1月13日

全ての消毒ポイント終了
令和5年2月3日

全ての消毒ポイント終了

令和4年12月7日
消毒ポイント2か所終了

令和5年1月6日 令和5年1月27日
消毒ポイント4か所終了 消毒ポイント2か所終了

 計78農場 約283万羽  計60農場 約159万羽  計123農場 約396万羽

4か所
延べ835名

6か所
延べ646名

4か所
延べ924名
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（１）子牛の生産費（子牛１頭当たり）と所得（繁殖雌牛１頭
当たり）の推移

112 122
176

215 220 229 238 236 238
272

193 189

176
169 178 180 178 175 176

172
46 44

64
43 36 38 45 49 52

52

80 87

107
122 127 129

133 139 140
151

431,850円

442,246円

523,132円

549,652円
561,180円

575,952円
593,713円

598,690円606,187円

646,722円

154 

221 

50 

305 

420 

371 337 328 

244 

0

100

200

300

400

500

600

700

H15 H17 H22 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

飼料費 家族労働費

繁殖雌牛償却費 その他費用

所得

(千円)

（２）肥育牛生産費と所得の推移（去勢肥育牛１頭当たり）

（３）生乳生産費と所得の推移（搾乳牛通年換算１頭当たり） （４）肥育豚生産費と所得の推移（肥育豚１頭当たり）

198 222 275 324 305 306 319 324 335 384
79 77

69
70 73 69 68 68 71

67

434 438
434

585 670 731

894 844 830
818

59 65
78

80
86

85

88
88 92

99

769,701円 800,687円
856,542円

1,058,962円

1,133,897円

1,241,397円

1,369,684円

1,323,823円
13,277,876円

1,368,067円

17.0
148.0

42.0

217.0 249.0

123.0

54.0 71.0

-50.0

-200

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

H15 H17 H22 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

飼料費 家族労働費 もと畜費

その他費用 所得
(千円)

資料：農林水産省「経営統計 畜産物生産費統計」

（年度）

（年度） （年度）

（年度）

Ⅶ 生産費と所得の推移（全国）

277 294 330
354 380 395 390 387 392 402 412 423

466

175 168
147

145
143 144 143 146 143 139 136 132

129
84 84

108
110

108 104 106 123 144 164 171 175
172

123 135

162
162

166 172 175
188

198
212 215 219

232

659,987円

681,772円

746,307円

813,487円844,184円
877,272円

918,058円

933,781円
948.534円

998,519円
1212

1211

999

228 216 
176 183 179 

256 
295 309 306 291 278 262 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

H15 H17 H22 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

飼料費 家族労働費 乳牛償却費

その他費用 所得(千円)

18 19 19
22

20
21

21 21

20

24

4
4 3

3
3

3 4 4
4

5
7

7 8

8
9

9
9 9

9

9

6 5 5

8
9

11

8 8

10

0

10

20

30

40

H15 H17 H22 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

飼料費 家族労働費 その他費用 所得
（千円）

28,685円

29,837円
30,113円

33,895円

32,231円

32,884円

33,150円
33,986円

33,877円

38,132円
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Ⅷ 環境保全

１ 家畜排せつ物法管理基準適用農家の状況

２ 畜産環境苦情・相談件数
（１）種類別件数の推移

（２）畜種別件数の推移

畜種別にみると、肉用牛に関するものが最も多く、乳用牛で増加傾向にある。

資料：「県畜産振興課調」

資料：「県畜産振興課調」

家畜排せつ物法適用農家のうち、８割以上が施設整備による対応で、残り２割が簡易対応と
その他対応である。全農家に占める法適用農家の割合は増加傾向にある。

悪臭関係が約６割を占め、次いで混合・その他が約２割、水質汚濁が約１割である。
全農家に対する苦情・相談発生率は、昨年と比較して横ばいである。

資料：「県畜産振興課調」、「畜産統計」、「農林業センサス」

※H25・H27・H30・R2は調査未実施のためデータなし

3,932 
3,622 3,656 3,598 3,468 3,607 

3,276 2,984 

269 
265 275 307 

258 243 
138 

190 

279 
240 231 271 

124 165 
515 

651 

44,,448800  
44,,112277  44,,116622  44,,117766  

33,,885500  
44,,001155  

33,,992299  33,,882255  

42.9% 44.1% 45.7%

52.7% 51.5%
55.5% 58.0% 58.7%

0

10

20

30

40

50

60

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

H22 H23 H24 H26 H28 H29 R1 R3

施設整備対応農家 簡易対応農家 その他対応農家 法適用農家/全農家
(件) (％)

(年度)

(％)

26 35 25 29 19 29 19 16 21 18 11 10

91 75 90 81
55

55
55 70 77 67 76 81

7 14 9 9

8
13

11
12

13
7 6 4

52 44 57
43

49 35
38

44
43

46 27 27

117766 116688
118811

116622

113311 113322 112233
114422

115544
113388

112200 112222

1.7%
1.8%

2.0%

1.8%
1.7%

1.8%
1.6%

2.0%

2.2%

1.9% 1.9% 1.9%

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0

50

100

150

200
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300

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

水質汚濁 悪臭 害虫発生 混合・その他 苦情・相談発生率(件)

(年度)

51 50 53 47
28 26 30 36 28 24 23 20

69 62 61
53

53 62 50 50 68
57 47 55

21
18 20

17

17
17

13
20

28
35

22 9

11
12 5

9

8
8

14
9

11
6

8 18

23
20 16
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21 19
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14

11
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15 18

4
10 17 15

6 4
2
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4

1
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2
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116688 118811
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0
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200

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

豚 肉用牛 ブロイラー 採卵鶏 乳用牛 その他
(件)

(年度)
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Ⅸ 畜産金融

１ 農業近代化資金

２ スーパーＬ資金（農業経営基盤強化資金）

資料：「日本政策金融公庫宮崎支店調」

主に肥育素牛の導入に利用される３号資金（家畜の購入・育成に係る資金）の割合が融資額
全体の６割を占め最も高く、近年は６４億円程度となっている。

畜産向け融資額が全体の約９割を占めている。令和３年度では、新型コロナ感染拡大収束後
を見据えた設備投資と飼料高騰による育成費の増加により、令和２年度の５割増となった。

資料：「県農業普及技術課調」

(年度)

(百万円)

(百万円)

(年度)

畜産経営に関する資金融資（利子補給承認実績）

11,169

2,292 

5,069 
6,013 5,819 

6,982 
8,441 

10,154 
12,048 

8,179 
7,174 

8,936 

13,404 

1,519 

2,408 
1,450 1,195 

1,411 

1,172 

1,895 

1,669 

1,659 
855 

2,049 

1,235 

3,811 

7,477 7,463 7,014 

8,393 

9,613 

12,049 

13,717 

9,838 

8,029 

10,985 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

その他（畜産以外）
畜産向け

14,639

3,635 3,235 3,697 3,800 3,861 
5,389 5,981 5,449 5,862 6,125 6,621 6,445 

1,482 1,759 
1,816 1,541 1,473 

2,140 
2,286 

4,303 3,473 
3,757 

4,548 4,866 

5,117 4,994 
5,513 5,341 5,334 

7,529 
8,267 

9,752 
9,335 

9,882 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

その他（３号以外の資⾦）
３号（家畜の購入・育成）

11,311
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2,117 

0 192 150 
302 

204 
0 

230 

0 13 27 
0

16 

0 

2 
3 

5 

2 

0 
1 

0 

1 
1 

0 0

2

4

6

8

10

12

14

16

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

⾦額
件数

（年度）

３ 畜産特別資金

（１）大家畜

（２）養豚

資料：「県畜産振興課調」

資料：「県畜産振興課調」

※平成22年度は畜産経営維持緊急支援資金含む
※平成25・26・27年度は畜産経営改善緊急支援資金含む

※平成22年度は畜産経営維持緊急支援資金含む
※平成25・26年度は畜産経営改善緊急支援資金含む

平成２２年度は口蹄疫の影響で金額及び件数が増加し、平成２５年度及び平成２６年度は一
括借換えが可能な資金の貸付実施により金額及び件数が増加した。

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により件数が増加したものの、近年は１０
件以下で推移している。
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畜産試験場 試験課題一覧
Ⅹ 試験研究

【未利用資源を生かした発酵TMRの給与】
未利用資源（えのき茸菌床）を活用した発酵TMR
の給与体系を構築するため、分娩前後の繁殖牛
に給与試験を行い、血液性状や第一胃液性状等
の調査をしています。
（肉用牛部（１））

【搾乳ロボット導入における飼養管理技術
の実証】
搾乳ロボット導入による飼養管理や飼料給与
体系の変更が、繁殖性や乳生産性に及ぼす
影響を検証しています。

（酪農飼料部（１））

⑴ 生産性向上を目指した繁殖牛・子牛の効率的飼養管理技術の検討（2021～2024）

⑵ 競争力を強化した肥育牛生産体系の開発に関する研究（2021～2024）

⑶ 「宮崎牛」のおいしさ高位平準化試験（2022～2024）

⑷ 肉用牛における県独自のゲノミック評価技術の構築と育種改良への活用に関する研究（2023～2025）

⑴ オートメーション化された乳用牛の飼養管理技術の開発（2021～2023）

⑵ 温暖化に対応した乳牛の飼養管理最適化試験（2023～2025）

⑶ 自給飼料生産オートメーション化に向けた試験（2021～2023）

⑷ 飼料作物の優良品種選定試験（1982～）

⑸ 自給飼料分析指導事業（1985～）

⑹ 自給飼料生産の機械化体系確立試験（1998～）

⑺ 飼料害虫ツマジロクサヨトウの防除対策事業（2021～2023）

⑴ 受精卵移植における受胎率向上試験（2023～2025）

⑵ 黒毛和種供胚牛の生涯採胚成績向上（2021～2023）

⑶ 黒毛和種における卵巣予備能と繁殖性の関連性調査（2022～2024）

⑷ 牛舎冷却施設を用いた暑熱期の生産性向上対策試験（2021～2023）

⑸ 食品廃棄物を用いた機能性成分高含有飼料の実用化に向けた製造の検討（2022～2024）

⑹ 受精卵供給事業（1990～）

⑴ みやざきスマート養豚生産技術向上試験（2021～2023）

⑵ 食品廃棄物を用いた機能性成分高含有飼料の実用化に向けた製造の検討（2022～2024）

⑴ 能力向上とヒナの安定供給を目指した種鶏づくり（2019～2023）

⑵ みやざき地頭鶏の新たな生産性向上対策試験（2020～2024）

⑶ みやざき地頭鶏総合支援事業（2021～2023）

⑴ 持続可能なスマート畜産環境対策技術の開発・実証 （2023～2025）

【【川川南南支支場場　　環環境境衛衛生生科科】】

【【肉肉用用牛牛部部】】

【【酪酪農農飼飼料料部部】】

【【家家畜畜ババイイテテクク部部】】

【【川川南南支支場場　　養養豚豚科科】】

【【川川南南支支場場　　養養鶏鶏科科】】
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【生涯採胚成績向上試験】
採胚成績が低下するとされている６歳以上の
黒毛和種繁殖雌牛について、抗酸化物質を投
与することで採胚成績の向上を図る試験を
行っています。
（家畜バイテク部（２））

【スマート養豚生産技術向上試験】
豚の生産性の向上にむけて、スマート
養豚のための技術開発を関係機関等と
連携して試験しています。
（川南支場養豚科（１））

【アミノ酸バランス改善飼料の効果実証】
地域資源を活用した低タンパク質アミノ酸バ
ランス改善飼料の給与効果について、独自に
制作した糞尿採取枠を用いて消化試験を行い
給与効果の実証試験を行っています。
（川南支場環境衛生科（１））

【「みやざき地頭鶏」の種鶏づくりの
ための調査状況】
「みやざき地頭鶏」の原種鶏の発育や産卵成
績等の能力向上に係る試験を行い、「みやざ
き地頭鶏」の素ひなの安定供給を目指してい
ます。
（川南支場養鶏科（１））

【畜試トピックス】

国国産産濃濃厚厚飼飼料料（（子子実実用用トトウウモモロロココシシ））のの安安定定
多多収収技技術術をを開開発発ししまますす！！

（（試試験験概概要要））
近近年年、、地地球球温温暖暖化化ななどど気気候候変変動動にによよりり、、輸輸

入入飼飼料料のの価価格格がが高高騰騰ししてていいまますす。。
そそここでで、、畜畜産産試試験験場場でではは、、輸輸入入にに頼頼ららなないい

国国産産濃濃厚厚飼飼料料のの安安定定多多収収生生産産技技術術ととそそれれららをを
用用いいたた発発酵酵ＴＴＭＭＲＲ調調製製技技術術のの開開発発にに取取りり組組んん
ででいいまますす。。

完熟期に収穫
フフレレココンンババッッククででのの内内袋袋
密密封封ササイイレレーージジ調調製製

フフレレココンンララッッププ法法
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Ⅺ 資料編

１ 県の畜産関係組織図（令和５年４月現在）

西諸県郡高原町大字広原5066

(TEL0985-26-7139)

(FAX0985-26-7329)

(TEL0984-42-1122)

(FAX0984-42-1707)

(TEL0984-42-4344)

(FAX0984-42-1707)

(TEL0984-42-4837)

(FAX0984-42-1707)

(TEL0984-42-3044)

(FAX0984-42-4864)

(FAX0983-27-0153)

(TEL0983-27-0168)

〒886-0009

(TEL0982-72-2511)

(FAX0982-72-2159)

宮崎市佐土原町

下那珂3151-1

日南市南郷町

中村甲1232-1

都城市高崎町

大牟田4213-1

小林市駅南300

延岡市小野町4234

西臼杵郡高千穂町〒882-1101

(TEL0985-73-1377)

(FAX0985-73-7922)

〒889-3202

川南21986

(TEL0987-64-2212)

生産安全課

防 疫 課

(FAX0987-64-3964)

(TEL0986-62-5151)

(FAX0986-62-5155)

(TEL0984-22-7011)

(FAX0984-22-7355)

(TEL0982-32-4308)

(FAX0982-33-7837)

生産安全課

防 疫 課

小 林 駐 在

〒889-4505

〒882-0882

病性鑑定課

養 鶏 科

環境衛生科

生産安全課

防 疫 課

家

畜

防

疫

対

策

課

〒889-4411

〒880-0212

畜

産

振

興

課

酪農・中小家畜振興担当

畜産企画担当

畜産経営支援担当

肉用牛振興担当

〒880-8501 宮崎市橘通東2-10-1

〒889-1301 児湯郡川南町大字

農

政

水

産

部

管理課

肉用牛部

酪農飼料部

家畜バイテク部

川南支場

畜

産

試

験

場

畜

産

局

大字三田井3364-39

宮崎市橘通東2-10-1
管理担当

〒880-8501 (TEL0985-26-7140)

(FAX0985-27-3030)

宮崎家畜保健衛生所

都城家畜保健衛生所

防疫企画担当

高千穂駐在

延岡家畜保健衛生所

防疫指導担当

日 南 駐 在

養 豚 科
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畜 産 学 科

農
村
振
興
局

西臼杵農業改良
普及センター

中部農業改良普及
センター

南那珂農業改良
普及センター

北諸県農業改良
普及センター

西諸県農業改良
普及センター

児湯農業改良
普及センター

東臼杵南部農業
改良普及センター

東臼杵北部農業
改良普及センター

(TEL0987-23-4313)

(FAX0987-23-1456)

(FAX0982-32-6139)

〒882-1101 西臼杵郡高千穂町

大字三田井3364-39

(TEL0982-72-2158)

(FAX0982-72-2159)

〒889-3202 日南市南郷町中村甲

1232-1

(TEL0987-21-9550)

(FAX0987-64-3964)

〒885-0003 都城市高木町6464 (TEL0986-38-1554)

(FAX0986-38-1610)

西臼杵支庁 農政水産課農畜産担当 〒882-1101 西臼杵郡高千穂町 (TEL0982-72-2108)

大字三田井22 (FAX0982-72-3760)

〒886-0009 小林市駅南300 (TEL0984-23-5105)

(FAX0984-22-7355)

〒881-0023 西都市大字調殿字

馬場崎812

(TEL0983-43-2311)

(FAX0983-43-2313)

〒883-0106

中部農林振興局 農畜産課畜産担当 〒882-0805 宮崎市橘通東1-9-10 (TEL0985-26-7280)

(FAX0985-26-7319)

東諸県郡国富町大字

岩知野1401

(TEL0985-30-6121)

(FAX0985-30-6130)

〒880-1111

南那珂農林振興局 農畜産課畜産担当 〒887-0031

(TEL0986-23-4509)

24-21 (FAX0986-22-7473)

西諸県農林振興局 農畜産課畜産担当 〒886-0004

日南市戸高1-12-1

農
政
企
画
課

延岡市愛宕町2-15 (TEL0982-32-6136)

小林市細野 (TEL0984-23-3166)

367-2 (FAX0984-22-7884)

北諸県農林振興局 農畜産課畜産担当 〒885-0024 都城市北原町

児湯農林振興局 農畜産課畜産担当 〒884-0002 児湯郡高鍋町大字 (TEL0983-22-1365)

北高鍋3870-1 (FAX0983-23-4446)

担
い
手
農
地
対
策
課

県立農業大学校 〒884-0005

東臼杵農林振興局 農畜産課畜産担当 〒882-0872

5733

(TEL0983-23-0120)

(FAX0983-22-2529)

日向市東郷町山陰辛

256-2

(TEL0982-68-3100)

(FAX0982-68-3101)

〒882-0854 延岡市長浜町1-1713

児湯郡高鍋町大字持田

(TEL0982-32-3216)

(FAX0982-32-3234)
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２ 県内畜産関係団体

郵便番号 所　在　地 電　話 FAX

880-0806 宮崎市広島1丁目13番地10  畜産会館内 0985-41-9300 0985-24-3772 

880-0806 宮崎市広島1丁目13番地10  畜産会館内 0985-24-2211 0985-24-0963 

880-0806 宮崎市広島1丁目13番地10  畜産会館内 0985-24-7532 0985-24-5995 

880-0806 宮崎市広島1丁目13番地10  畜産会館内 0985-29-4375 0985-29-5418 

884-0005 児湯郡高鍋町大字持田5734 0983-22-3020 0983-22-3016 

880-0913 宮崎市恒久1丁目7番地14 0985-51-2011 0985-51-8006 

880-0901 宮崎市東大淀1丁目1番地41ナップビル  4階 0985-52-2359 0985-52-6594 

880-8556 宮崎市霧島1丁目1番地1  県経済連内 0985-31-2130 0985-31-5780 

885-0224 都城市御池町無番地 0986-33-1816 0986-33-1709 

880-0032 宮崎市霧島1丁目1番地1 0985-31-2025 0985-31-5753 

880-8556 宮崎市霧島1丁目1番地1 0985-31-2150 0985-31-5761 

880-8686 宮崎市霧島1丁目1番地1 0985-31-2079 0985-31-5812 

880-0032 宮崎市霧島1丁目1番地1 0985-31-2202 0985-31-5821 

880-0877 宮崎市宮脇町118 番 0985-27-4288 0985-23-9636 

889-1406 児湯郡新富町大字新田18802-3 0983-35-1116 0983-35-1137 

880-0032 宮崎市霧島1丁目1番地1 0985-31-2055 0985-31-5753 

880-0806 宮崎市広島1丁目13番地10  畜産協会内 0985-41-9301 0985-24-3773 

880-0806 宮崎市広島1丁目13番地10  畜産会館内 0985-41-8855 0985-41-8850

880-0806 宮崎市広島1丁目13番地10  畜産会館内 0985-77-5566 0985-77-5567 

880-0834 宮崎市新別府町雀田1185番地  中央卸売市場内 0985-24-8022 0985-28-8429 

885-0004 都城市都北町7294番地 0986-38-0020 0986-38-4796 

880-0032 宮崎市霧島1丁目1番地1 0985-31-2241 0985-31-5837 

880-0805 宮崎市橘通東3丁目6番地30 0985-29-6811 0985-28-3387 

880-0913 宮崎市恒久1丁目7番地14 0985-73-9211 0985-52-1102 

880-0032 宮崎市霧島1丁目1番地1  県中央会農政課内 0985-31-2030 0985-31-5727 

884-0005 児湯郡高鍋町大字持田5734番地  家畜改良事業団内 0983-22-3020 0983-22-3016 

885－0073 都城市姫城町32街区3号南日本酪農協同（株）内 0986-23-3457 0986-25-6033 

880-8556 宮崎市霧島1丁目1番地1  県経済連内 0985-31-2128 0985-31-5765

889-4412 西諸県郡高原町大字西麓3241番地 0984-25-6700 0984-25-6701 

( 一 社 ) 宮 崎 県 酪 農 公 社

宮 崎 県 農 業 協 同 組 合 中 央 会

全国共済農業協同組合連合会 宮崎県 本部

宮 崎 県 農 業 共 済 組 合

( 公 社 ) 宮 崎 県 畜 産 協 会

( 公 社 ) 全 国 和 牛 登 録 協 会 宮 崎 県 支 部

( 一 社 ) 宮 崎 県 獣 医 師 会

( 一 社 ) 宮 崎 県 養 鶏 協 会

( 一 社 ) 宮 崎 県 家 畜 改 良 事 業 団

宮 崎 県 経 済 農 業 協 同 組 合 連 合 会

名　　称

み や ざ き 地 頭 鶏 事 業 協 同 組 合

宮 崎 県 食 肉 事 業 協 同 組 合

宮 崎 県 家 畜 商 商 業 協 同 組 合

宮 崎 県 農 業 信 用 基 金 協 会

日本政策金融公庫宮崎支店 農林水産 事業

(一社) 宮崎県配合 飼料 価格 安定 基金 協会

(一社) 宮崎県肉用牛枝肉価格安定基金協会

宮 崎 県 信 用 農 業 協 同 組 合 連 合 会

( 公 社 ) 宮 崎 県 農 業 振 興 公 社

宮 崎 県 農 業 共 済 組 合生 産獣 医療 セン ター

宮 崎 県 農 家 経 営 支 援 セ ン タ ー

宮 崎 県 養 蜂 組 合

宮 崎 県 養 鶏 農 業 協 同 組 合

宮 崎 県 牛 乳 普 及 協 会

宮 崎 県 経 済 連 霧 島 集 乳 事 業 所

一 般 社 団 法 人 宮 崎 県 農 業 会 議

宮 崎 県 農 業 再 生 協 議 会

宮 崎 県 家 畜 人 工 授 精 師 協 会

宮 崎 県 乳 業 協 会
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名　　称 郵便番号 電　話 FAX

( 独 ) 家 畜 改 良 セ ン タ 一 宮 崎 牧 場 886-0004 0984-23-3500 0984-24-0953 

( 一 社 ） 宮 崎 県 農 業 法 人 経 営 者 協 会 880-0913 0985-73-9211 0985-52-1102 

宮 崎 中 央 農 業 協 同 組 合 畜 産 部 880-2101 0985-47-3730 0985-47-4705 

綾 町 農 業 協 同 組 合 経 済 部 畜 産 課 880-1303 0985-77-3328 0985-77-4200 

は ま ゆ う 農 業 協 同 組 合 畜 産 部 889-3532 0987-71-2652 0987-74-2001 

串 間 市 大 束 農 業 協 同 組 合 営 農 部 889-3531 0987-74-2564 0987-74-2565 

都 城 農 業 協 同 組 合 畜 産 部 885-0003 0986-38-8780 0986-38-9029 

こ ば や し 農 業 協 同 組 合 畜 産 部 886-8520 0984-23-1316 0984-23-7876 

え び の 市 農 業 協 同 組 合 畜 産 課 889-4311 0984-33-5747 0984-33-5752 

西 諸 県 郡 市畜 産販 売農 業協 同組 合連 合会 886-0005 0984-23-4128 0984-24-0045 

西 都 農 業 協 同 組 合 畜 産 課 881-8567 0983-35-4126 0983-43-3320 

児 湯 農 業 協 同 組 合 畜 産 部 884-0002 0983-32-1572 0983-23-2778 

尾 鈴 農 業 協 同 組 合 畜 産 部 889-1301 0983-27-1600 0983-27-1485

児 湯 郡 市 畜 産 農 業 協 同 組 合 連 合 会 889-1406 0983-35-1231 0983-35-1233 

日 向 農 業 協 同 組 合 畜 産 課 883-0033 0982-52-6217 0982-53-2320 

東 臼 杵 郡 市 畜 産 農 業 協 同 組 合 連 合 会 889-0514 0982-37-3200 0982-37-3205 

延 岡 農 業 協 同 組 合 畜 産 振 興 課 882-0033 0982-23-1893 0982-23-1861 

高 千 穂 地 区 農 業 協 同 組 合 畜 産 部 882-1101 0982-72-2470 0982-72-5974 

宮 崎 県 乳 用 牛 肥 育 事 業 農 業 協 同 組 合 880-0833 0985-26-2324 0985-23-7351 

串 間 酪 農 業 協 同 組 合 888-0004 0987-72-3048 0987-72-4291 

宮 崎 県 南 部 酪 農 業 協 同 組 合 885-0061 0986-23-3455 0986-23-3499 

霧 島 ビ ー フ 農 業 協 同 組 合 886-0005 0984-24-0015 0984-24-0035 

児 湯 養 鶏 農 業 協 同 組 合 889-1401 0983-33-2141 0983-33-1583 

宮 崎 環 境 保 全 農 業 協 同 組 合 889-1301 0983-27-5860 0983-27-5897 

㈱ ミ ヤ チ ク 889-4505 0986-62-2901 0986-62-5529 

南 日 本 酪 農 協 同 ㈱ 885-0073 0986-23-3456 0986-26-3457 

宮 崎 く み あ い チ キ ン フ ー ズ ㈱ 880-0943 0985-89-6160 0985-89-6165 

南 国 興 産 ㈱ 885-1311 0986-53-1041 0986-53-1850 

宮 崎 県 指 定 種 豚 場 協 会 880-0806 0985-41-9301 0985-24-3773

宮 崎 県 コ ン ト ラ ク タ 一 等 協 議 会 880-0806 0985-41-9303 0985-24-3772 

宮崎市広島1丁目13番地10  畜産協会内 

小林市南西方1112番地 

日向市塩見11974番地1 

児湯郡川南町大字川南4591番地4 

宮崎市広島1丁目13番地10  畜産協会内 

串間市大字奈留5237番地1 

串間市大字串間811番地 

都城市高木町6222番地1 

都城市下長飯町2351番地2 

都城市姫城町32街区3号 

都城市高城町有水1941番地

所　在　地

児湯郡川南町大字川南20046

延岡市櫛津町3060 

児湯郡新富町大字新田字北畦原21696番地1 

えびの市大字大明司1061番地1 

延岡市川原崎町281番地1 

小林市細野5157番地29 

宮崎市恒久1丁目7番地14

宮崎市大字跡江字土手外198 

東諸県郡綾町大字南俣480番地1 

宮崎市生目台西3丁目2-2

都城市高崎町大牟田4251番地3 

児湯郡新富町大字日置2930番地 

宮崎市昭栄町53番地

小林市南西方8088 

西臼杵郡高千穂町大字三田井883番地1 

串間市大字大平5677番地 

西都市大字右松2071番地 

児湯郡高鍋町大字北高鍋99番地1 

小林市細野1321番地 
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（１）肉用牛の飼養戸数・頭数（令和４年２月１日現在）

資料：農林水産省「畜産統計」

（単位：戸，頭）

※ 「χ」：個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないもの
「０」： 1～4頭を四捨五入したもの

３ 統計表

4400,,440000  --  44,,227700  22,,661144,,000000  --  11,,881122,,000000  663366,,880000  779988,,330000  337766,,880000  880022,,220000  555555,,330000  6644..77  

2,240 - 821 553,300 - 201,200 76,400 59,000 65,800 352,100 176,500 247.0 

38,100 - 3,450 2,061,000 - 1,611,000 560,400 739,300 311,000 450,100 378,800 54.1 

10,000 - 587 334,100 - 269,000 99,100 114,500 55,400 65,100 48,100 33.4 

328 - 109 20,800 - 12,600 3,160 7,660 1,780 8,160 7,380 63.4 

2,610 - 878 281,400 - 150,300 34,600 93,900 21,800 131,100 108,600 107.8 

1,050 - 391 125,000 - 77,700 14,200 56,300 7,130 47,400 43,300 119.0 

1,400 - 135 90,600 - 77,800 21,400 47,500 8,950 12,800 11,900 64.7 

2,220 - 265 128,900 - 79,700 28,900 38,100 12,600 49,200 40,400 58.1 

618 - 198 60,300 - 29,000 7,900 18,200 2,890 31,300 28,300 97.6 

1177,,770000  - 882277  994411,,770000  - 883377,,220000  330066,,440000  335577,,110000  117733,,770000  110044,,550000  9900,,550000  5533..22  

2,170 - 55 78,000 - 77,500 44,700 5,980 26,800 460 390 35.9 

2,240 5 821 553,300 1 201,200 76,400 59,000 65,800 352,100 176,500 247.0 

763 13 112 54,600 12 30,900 13,600 12,300 4,900 23,800 11,600 71.6 

3,650 3 157 89,200 5 71,100 30,400 20,500 20,100 18,200 15,000 24.4 

2,690 4 118 80,000 8 70,000 26,500 27,600 15,900 10,000 9,030 29.7 

681 15 55 19,200 32 17,700 6,690 6,860 4,130 1,490 1,360 28.2 

581 16 46 41,700 18 40,200 7,940 29,700 2,600 1,460 1,250 71.8 

1,650 9 99 49,400 15 39,200 13,900 17,500 7,750 10,300 9,880 29.9 

442 21 101 49,400 15 30,300 3,870 24,000 2,460 19,100 14,600 111.8 

799 12 188 84,400 7 43,300 13,300 20,400 9,650 41,100 31,900 105.6 

502 18 232 57,300 10 32,500 7,940 20,200 4,280 24,900 23,200 114.1 

136 34 60 17,800 33 11,800 2,240 8,530 1,070 5,980 3,590 130.9 

247 27 144 41,000 19 11,500 2,690 6,590 2,230 29,500 25,400 166.0 

18 46 2 570 47 510 150 290 60 x x 31.7 

58 41 36 4,970 40 2,310 460 1,640 210 2,660 2,600 85.7 

178 28 45 11,300 35 5,460 1,520 3,210 730 5,820 5,200 63.5 

30 45 16 3,690 42 2,330 800 1,210 320 1,360 1,280 123.0 

76 38 28 3,680 43 3,350 590 2,250 520 330 270 48.4 

44 43 20 2,110 45 1,450 250 990 210 650 630 48.0 

60 40 27 5,020 39 2,350 760 1,280 310 2,670 2,500 83.7 

343 24 88 20,900 30 15,700 3,240 11,000 1,480 5,190 4,860 60.9 

452 20 61 32,900 21 30,700 8,130 17,800 4,780 2,210 2,160 72.8 

110 36 57 19,500 31 7,740 1,040 6,250 450 11,800 11,200 177.3 

340 25 248 42,400 17 12,700 3,520 8,060 1,100 29,700 26,500 124.7 

148 33 25 30,200 23 26,600 1,560 24,200 800 3,660 3,540 204.1 

89 37 30 21,100 28 17,100 2,060 14,700 380 3,940 3,720 237.1 

67 39 14 5,180 38 4,920 790 3,640 500 260 230 77.3 

9 47 5 780 46 560 70 500 0 210 170 86.7 

1,140 10 52 56,400 11 48,600 17,300 23,900 7,370 7,830 7,280 49.5 

41 44 19 4,370 41 4,090 460 3,280 350 270 230 106.6 

47 42 15 2,790 44 2,540 690 1,490 360 250 230 59.4 

257 26 52 21,000 29 12,900 4,800 6,610 1,510 8,130 4,350 81.7 

746 14 45 32,800 22 26,100 9,610 11,800 4,690 6,740 5,580 44.0 

406 22 94 34,900 20 15,300 5,600 7,390 2,320 19,600 17,100 86.0 

460 19 40 25,700 24 13,900 4,650 6,880 2,350 11,800 10,800 55.9 

350 23 34 14,500 34 11,500 4,260 5,460 1,780 3,000 2,650 41.4 

170 29 80 22,500 26 9,760 2,470 6,360 930 12,800 11,900 132.4 

159 31 70 21,800 27 8,850 1,790 6,260 800 12,900 12,700 137.1 

154 32 32 10,000 36 5,330 1,650 3,040 640 4,670 3,400 64.9 

135 35 16 6,000 37 5,050 1,990 2,540 520 950 310 44.4 

169 30 60 23,400 25 15,200 2,980 11,600 570 8,190 6,180 138.5 

532 17 28 52,800 13 51,600 10,000 36,600 4,990 1,220 1,190 99.2 

2,180 6 88 88,100 6 72,700 30,600 23,500 18,600 15,400 14,600 40.4 

2,170 7 238 133,600 4 105,000 42,000 39,800 23,100 28,700 25,900 61.6 

1,050 11 83 51,500 14 40,700 17,700 14,000 8,930 10,800 6,990 49.0 

44,,994400  22  118822  225544,,550000  33  222299,,000000  8855,,220000  8888,,990000  5544,,990000  2255,,550000  2222,,770000  5511..55  

6,690 1 148 337,800 2 323,100 117,800 142,700 62,600 14,700 12,900 50.5 

2,170 7 55 78,000 9 77,500 44,700 5,980 26,800 460 390 35.9 

乳乳  用用  種種
のの  いい  るる
戸戸　　　　数数

合合 計計

乳乳　　　　用用　　　　種種

合合 計計

全全 国国 農農 業業 地地 域域
・・

都都 道道 府府 県県
飼飼養養 戸戸数数

順順位位 子子取取りり用用
めめすす牛牛

１１戸戸当当たたりり
飼飼養養頭頭数数

肉肉 用用 種種

合合計計 交交 雑雑 種種
肥肥 育育 用用 牛牛 育育 成成 牛牛

飼飼 養養 頭頭 数数

順順位位

北 海 道

都 府 県

東 北

全全 国国

（全国農業地域）

近 畿

中 国

四 国

北 陸

関 東 ・ 東 山

東 海

北 海 道

青 森

岩 手

九九 州州

沖 縄

（都 道 府 県）

福 島

茨 城

栃 木

宮 城

秋 田

山 形

東 京

神 奈 川

新 潟

群 馬

埼 玉

千 葉

山 梨

長 野

岐 阜

富 山

石 川

福 井

滋 賀

京 都

大 阪

静 岡

愛 知

三 重

沖 縄

熊 本

大 分

宮宮 崎崎

福 岡

佐 賀

長 崎

鹿 児 島

香 川

愛 媛

高 知

広 島

山 口

徳 島

鳥 取

島 根

岡 山

兵 庫

奈 良

和 歌 山
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（単位：戸，頭）
（２）乳用牛の飼養戸数・頭数（令和４年２月１日現在）

資料：「農林水産省：畜産統計」

小小 計計 搾搾 乳乳 牛牛 乾乾 乳乳 牛牛

1133,,330000  --  11,,337711,,000000  --  992244,,000000  886611,,770000  773366,,550000  112255,,220000  6622,,330000  444477,,220000  550099,,550000  110033..11  

5,560 - 846,100 - 516,000 480,900 409,700 71,200 35,200 330,000 365,200 152.2 

7,740 - 525,100 - 407,900 380,800 326,800 54,000 27,100 117,200 144,300 67.8 

1,900 - 97,400 - 71,800 66,700 57,200 9,470 5,110 25,600 30,700 51.3 

253 - 12,200 - 9,570 9,030 7,700 1,330 540 2,630 3,170 48.2 

2,430 - 172,200 - 136,200 126,900 108,500 18,400 9,250 36,000 45,200 70.9 

549 - 47,000 - 38,100 36,200 31,000 5,250 1,850 8,940 10,800 85.6 

392 - 24,400 - 19,700 18,400 16,000 2,470 1,220 4,710 5,920 62.2 

577 - 48,000 - 37,300 35,000 30,200 4,800 2,340 10,700 13,100 83.2 

274 - 16,700 - 13,500 12,700 11,100 1,650 790 3,230 4,020 60.9 

11,,330000  - 110033,,110000  - 7788,,440000  7722,,770000  6622,,550000  1100,,220000  55,,772200  2244,,770000  3300,,440000  7799..33  

65 - 4,040 - 3,400 3,100 2,670 430 300 650 940 62.2 

5,560 1 846,100 1 516,000 480,900 409,700 71,200 35,200 330,000 365,200 152.2 

156 19 12,200 17 9,500 8,830 7,570 1,250 670 2,680 3,360 78.2 

765 2 40,100 4 27,100 25,100 21,500 3,610 2,070 13,000 15,100 52.4 

430 6 17,800 9 13,700 12,600 10,900 1,690 1,130 4,050 5,180 41.4 

82 30 3,920 33 3,020 2,820 2,450 370 200 910 1,110 47.8 

200 15 11,700 18 9,600 9,100 7,760 1,350 490 2,140 2,630 58.5 

263 9 11,600 20 8,820 8,270 7,060 1,210 560 2,790 3,340 44.1 

292 8 24,000 7 19,800 18,100 15,400 2,720 1,610 4,280 5,890 82.2 

615 3 54,800 2 44,600 41,700 36,000 5,710 2,870 10,200 13,100 89.1 

412 7 33,600 5 24,900 23,200 19,800 3,420 1,670 8,740 10,400 81.6 

162 18 7,680 24 5,830 5,440 4,700 740 390 1,850 2,240 47.4 

453 5 27,800 6 22,400 21,000 17,700 3,260 1,360 5,460 6,810 61.4 

45 37 1,480 44 1,130 1,050 900 140 90 350 430 32.9 

142 22 4,850 30 3,930 3,640 3,090 550 290 920 1,210 34.2 

155 20 5,860 27 4,760 4,440 3,820 620 320 1,110 1,430 37.8 

34 43 2,180 42 1,770 1,690 1,390 300 80 420 490 64.1 

42 39 3,100 38 2,290 2,190 1,870 310 100 810 910 73.8 

22 46 1,060 46 760 720 620 100 40 300 340 48.2 

52 35 3,590 36 2,630 2,440 2,090 350 190 960 1,140 69.0 

258 10 14,400 11 11,100 10,300 8,760 1,530 790 3,270 4,060 55.8 

95 27 5,450 28 3,800 3,600 3,090 500 210 1,650 1,850 57.4 

175 17 13,700 12 11,200 10,500 8,760 1,770 640 2,510 3,150 78.3 

247 11 21,100 8 17,400 16,500 14,300 2,250 830 3,710 4,540 85.4 

32 44 6,820 25 5,750 5,580 4,850 730 170 1,080 1,250 213.1 

42 39 2,660 40 2,190 2,080 1,800 280 110 470 580 63.3 

46 36 3,890 35 3,190 3,000 2,620 380 190 710 900 84.6 

24 45 1,220 45 1,100 1,060 890 170 40 120 160 50.8 

232 12 12,900 15 9,800 9,010 7,780 1,230 790 3,110 3,900 55.6 

39 41 3,150 37 2,890 2,830 2,490 340 70 250 320 80.8 

9 47 530 47 490 470 400 70 20 40 60 58.9 

109 25 8,980 22 6,750 6,370 5,480 890 380 2,230 2,610 82.4 

86 29 10,900 21 8,750 8,250 7,130 1,120 490 2,130 2,620 126.7 

207 14 16,800 10 13,400 12,600 10,900 1,760 740 3,420 4,160 81.2 

121 24 8,900 23 6,500 5,890 5,110 780 620 2,390 3,010 73.6 

54 34 2,480 41 1,930 1,820 1,570 250 110 550 660 45.9 

81 31 3,920 33 3,190 3,020 2,630 390 170 730 900 48.4 

61 33 4,950 29 4,180 4,000 3,450 550 180 770 950 81.1 

88 28 4,770 31 3,620 3,330 2,900 430 290 1,150 1,450 54.2 

44 38 3,090 39 2,510 2,370 2,090 280 140 580 720 70.2 

183 16 11,700 18 8,880 8,350 7,190 1,160 540 2,770 3,310 63.9 

39 41 2,140 43 1,740 1,650 1,420 220 100 390 490 54.9 

132 23 6,530 26 5,590 5,260 4,540 730 330 940 1,260 49.5 

494 4 43,600 3 32,800 30,400 26,300 4,100 2,460 10,800 13,200 88.3 

98 26 12,500 16 8,990 8,010 6,730 1,270 990 3,510 4,500 127.6 

220099  1133  1133,,660000  1133  1100,,330000  99,,770000  88,,338800  11,,332200  558800  33,,228800  33,,886600  6655..11  

147 21 13,100 14 10,100 9,340 7,990 1,360 730 3,060 3,790 89.1 

65 32 4,040 32 3,400 3,100 2,670 430 300 650 940 62.2 

鹿 児 島

沖 縄

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

島 根

岡 山

宮宮 崎崎

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

大 阪

三 重

滋 賀

富 山

石 川

福 井

山 梨

長 野

京 都

新 潟

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

岐 阜

静 岡

愛 知

岩 手

北 陸

関東・東山

東 海

近 畿

中 国

四 国

九九 州州

沖 縄

（都 道 府 県）

北 海 道

青 森

全全 国国

（全国農業地域）

北 海 道

都 府 県

東 北

全全国国農農業業地地域域
・・

都都 道道 府府 県県
飼飼 養養 戸戸 数数

未未経経産産牛牛計計

11戸戸当当たたりり
飼飼養養頭頭数数

成成 畜畜 （（ ２２ 歳歳 以以 上上 ））
２２ 歳歳 未未 満満
((未未経経産産牛牛))合合 計計

経経 産産 牛牛
未未 経経 産産 牛牛

合合 計計順順位位

飼飼 養養 頭頭 数数 （（ めめ すす ））

順順位位
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（３）豚の飼養戸数・頭数（令和４年２月１日現在）
（単位：戸，頭）

資料：「農林水産省：畜産統計」
※「χ」：個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないもの

「－」：事実のないもの
「０」： 1～4頭を四捨五入したもの

33,,559900  --  22,,775500  88,,994499,,000000  --  778899,,110000  3300,,000000  77,,551155,,000000  661155,,440000  22,,449933 228877

203 - 164 727,800 - 64,700 1,650 612,000 49,400 3,585 395

3,390 - 2,590 8,221,000 - 724,300 28,300 6,903,000 565,900 2,425 280

435 - 325 1,604,000 - 139,000 3,620 1,334,000 128,000 3,687 428

121 - 90 208,500 - 17,300 780 171,100 19,400 1,723 192

937 - 720 2,170,000 - 186,900 8,730 1,886,000 88,900 2,316 260

292 - 255 574,800 - 52,200 2,590 505,800 14,300 1,969 205

53 - 38 44,400 - 2,940 110 40,300 1,060 838 77

73 - 54 314,000 - 26,900 820 275,800 10,500 4,301 498

131 - 106 293,500 - 24,100 1,020 254,300 14,100 2,241 227

11,,113300  - 883366  22,,880000,,000000  - 225577,,770000  99,,228800  22,,228899,,000000  224433,,880000  22,,447788 330088

219 - 164 211,700 - 17,300 1,400 147,000 45,900 967 106

203 6 164 727,800 3 64,700 1,650 612,000 49,400 3,585 395

60 20 41 358,600 8 28,500 520 308,900 20,600 5,977 695

86 13 74 491,900 6 44,300 1,090 413,000 33,500 5,720 599

94 10 79 187,000 16 17,300 810 158,200 10,600 1,989 219

66 18 40 260,300 12 25,000 470 208,000 26,900 3,944 625

74 16 50 184,900 17 13,400 350 147,100 24,000 2,499 268

55 21 41 121,600 21 10,400 380 98,300 12,500 2,211 254

264 3 212 420,700 7 35,800 2,750 372,100 10,100 1,594 169

92 11 76 356,200 9 37,500 1,320 291,300 26,100 3,872 493

185 7 135 604,800 4 49,900 1,790 541,800 11,300 3,269 370

66 18 55 76,200 27 6,740 800 66,900 1,790 1,155 123

215 5 158 582,500 5 45,700 1,490 501,500 33,800 2,709 289

9 39 4 2,000 45 100 30 1,590 280 222 25

41 25 32 60,800 28 4,880 240 54,600 1,060 1,483 153

92 11 70 166,800 18 13,900 560 137,300 15,100 1,813 199

14 36 8 22,200 37 1,550 120 17,600 2,870 1,586 194

12 38 10 18,200 38 1,710 90 15,000 1,370 1,517 171

3 47 2 1,290 47 x 10 1,110 40 430 x 

14 36 12 10,800 41 1,090 90 9,120 540 771 91

51 22 36 56,000 30 5,150 220 46,700 3,920 1,098 143

27 28 22 89,700 23 6,440 170 81,800 1,320 3,322 293

80 14 68 95,000 22 10,300 1,130 74,200 9,290 1,188 152

142 9 128 305,500 11 28,500 1,050 275,500 430 2,151 223

43 23 37 84,600 24 6,910 240 74,300 3,210 1,967 187

5 44 3 4,390 42 170 10 4,210 - 878 57

9 39 7 13,400 40 960 20 11,900 480 1,489 137

5 44 2 2,380 44 x 10 2,230 40 476 x 

19 33 13 18,200 38 1,140 40 16,800 270 958 88

8 41 7 4,140 43 370 20 3,500 260 518 53

7 43 6 1,830 46 200 10 1,610 10 261 33

16 34 15 59,500 29 4,760 90 54,200 390 3,719 317

5 44 5 35,500 33 3,680 80 31,800 - 7,100 736

20 31 11 47,400 31 4,170 350 42,700 140 2,370 379

24 29 17 138,300 19 11,700 220 118,800 7,670 5,763 688

8 41 6 33,300 34 2,590 80 28,300 2,260 4,163 432

20 31 17 46,500 32 4,070 170 37,700 4,570 2,325 239

22 30 17 30,700 35 2,910 170 25,200 2,470 1,396 171

74 16 57 192,000 15 14,700 570 170,600 6,200 2,595 258

15 35 15 24,300 36 2,490 120 20,800 900 1,620 166

43 23 29 82,000 26 6,610 190 66,200 9,050 1,907 228

34 27 30 82,600 25 6,660 250 65,300 10,300 2,429 222

79 15 69 195,900 14 16,600 540 166,200 12,600 2,480 241

146 8 121 339,400 10 27,000 970 302,600 8,800 2,325 223

38 26 29 136,900 20 12,300 270 119,700 4,590 3,603 424

333355  22  224488  776644,,220000  22  6699,,330000  11,,991100  664400,,110000  5522,,990000  22,,228811 227799

452 1 310 1,199,000 1 119,200 5,160 929,400 145,500 2,653 385

219 4 164 211,700 13 17,300 1,400 147,000 45,900 967 106

大 分

宮宮 崎崎

鹿 児 島

沖 縄

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

大 阪

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

島 根

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

長 野

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

新 潟

富 山

石 川

福 井

山 梨

北 陸

関 東 ・ 東 山

東 海

近 畿

茨 城

四 国

九九 州州

沖 縄

（都 道 府 県）

北 海 道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

全全 国国

（全国農業地域）

北 海 道

都 府 県

東 北

１１戸戸当当たたりり
飼飼養養頭頭数数

((子子取取りり用用めめすす豚豚))

全全国国農農業業地地域域
・・

都都　　道道　　府府
県県

飼飼  養養  戸戸  数数

飼飼 養養 頭頭 数数

順順位位 子子取取りり用用めめすす
豚豚ののいいるる戸戸数数

順順位位

11戸戸当当たたりり
飼飼養養頭頭数数合合計計

子子取取りり用用
めめすす豚豚

種種おおすす豚豚 肥肥 育育 豚豚 そそ のの 他他

中 国
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（４）採卵鶏の飼養戸数・羽数（令和４年２月１日現在）
（単位：戸，千羽）

資料：「農林水産省：畜産統計」※「－」：事実のないもの

11,,881100  --  118800,,009966  --  4422,,880055  113377,,229911  7755..99  

56 - 6,453 - 1,197 5,256 93.9 

1,760 - 173,643 - 41,608 132,035 75.0 

155 - 24,152 - 6,000 18,152 117.1 

77 - 9,174 - 2,419 6,755 87.7 

453 - 49,749 - 11,996 37,753 83.3 

282 - 26,620 - 5,334 21,286 75.5 

136 - 8,130 - 877 7,253 53.3 

142 - 22,227 - 6,794 15,433 108.7 

117 - 8,676 - 2,944 5,732 49.0 

335577  - 2233,,336688  - 44,,997700  1188,,339988  5511..55  

38 - 1,547 - 274 1,273 33.5 

56 9 6,453 9 1,197 5,256 93.9 

25 26 6,497 8 1,847 4,650 186.0 

21 31 5,149 17 1,509 3,640 173.3 

38 21 3,947 20 641 3,306 87.0 

15 38 2,209 25 194 2,015 134.3 

12 41 468 39 10 458 38.2 

44 15 5,882 13 1,799 4,083 92.8 

101 4 15,142 1 2,812 12,330 122.1 

42 17 6,103 12 930 5,173 123.2 

53 12 8,968 7 3,971 4,997 94.3 

61 8 4,294 19 1,686 2,608 42.8 

103 2 12,837 2 2,362 10,475 101.7 

12 41 76 46 14 62 5.2 

41 19 1,206 31 33 1,173 28.6 

37 24 6,304 11 2,036 4,268 115.4 

17 35 831 34 95 736 43.3 

11 44 1,268 30 281 987 89.7 

12 41 771 36 7 764 63.7 

22 30 585 37 101 484 22.0 

18 33 538 38 87 451 25.1 

49 14 4,945 18 856 4,089 83.4 

42 17 5,496 15 1,192 4,304 102.5 

121 1 9,750 5 2,108 7,642 63.2 

70 5 6,429 10 1,178 5,251 75.0 

16 37 255 45 12 243 15.2 

25 26 1,655 28 164 1,491 59.6 

11 44 42 47 4 38 3.5 

41 19 5,571 14 646 4,925 120.1 

23 29 307 40 39 268 11.7 

20 32 300 41 12 288 14.4 

8 47 261 43 7 254 31.8 

15 38 939 33 179 760 50.7 

62 7 9,323 6 2,772 6,551 105.7 

43 16 9,926 4 3,382 6,544 152.2 

14 40 1,778 27 454 1,324 94.6 

17 35 831 34 210 621 36.5 

52 13 5,310 16 1,896 3,414 65.7 

37 24 2,275 24 813 1,462 39.5 

11 44 260 44 25 235 21.4 

64 6 3,244 21 407 2,837 44.3 

24 28 267 42 37 230 9.6 

56 9 1,798 26 275 1,523 27.2 

38 21 2,493 23 368 2,125 55.9 

18 33 1,067 32 153 914 50.8 

5544  1111  22,,776688  2222  668800  22,,008888  3388..77  

103 2 11,731 3 3,050 8,681 84.3 

38 21 1,547 29 274 1,273 33.5 

順順位位
順順位位

11 戸戸 当当 たた りり
成成 鶏鶏 めめ すす
飼飼 養養 羽羽 数数

飼飼 養養 戸戸 数数
種種 鶏鶏 のの みみ のの
飼飼 養養 者者 をを 除除 くく

飼飼 養養 羽羽 数数 （（ 種種 鶏鶏 をを 除除 くく ））

合合 計計
ひひなな

((６６かか月月未未満満  ))
成成鶏鶏めめすす

((６６かか月月以以上上))

全全 国国 農農 業業 地地 域域
・・

都都 道道 府府 県県

全全 国国

（ 全 国 農 業 地 域 ）

北 海 道

都 府 県

東 北

岩 手

北 陸

関 東 ・ 東 山

東 海

近 畿

中 国

四 国

九九 州州

沖 縄

（ 都 道 府 県 ）

北 海 道

青 森

新 潟

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

大 阪

富 山

石 川

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

高 知

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

宮宮 崎崎

鹿 児 島

沖 縄

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分
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（５）ブロイラーの飼養・出荷の戸数・羽数（令和４年２月１日現在）

資料：「農林水産省：畜産統計」

（単位：戸，千羽）

※「χ」：個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないもの
「－」：事実のないもの
「nc」：計算不能

22,,110000  --  113399,,223300  --  22,,115500  --  771199,,225599  --  6666..33  333344..55

9 - 5,180 - 9 - 38,836 - 575.6 4315.1

2,100 - 134,050 - 2,140 - 680,423 - 63.8 318

431 - 32,668 - 458 - 176,660 - 75.8 385.7

11 - 1,239 - 11 - 6,845 - 112.6 622.3

128 - 6,031 - 128 - 27,350 - 47.1 213.7

61 - 3,700 - 62 - 17,516 - 60.7 282.5

81 - 3,027 - 81 - 16,485 - 37.4 203.5

64 - 8,632 - 67 - 47,122 - 134.9 703.3

212 - 8,042 - 214 - 35,212 - 37.9 164.5

11,,009900  - 7700,,002266  - 11,,111100  - 334499,,881122  - 6644..22  331155..11

14 - 685 - 14 - 3,421 - 48.9 244.4

9 32 5,180 5 9 33 38,836 5 575.6 4315.1

63 6 8,058 4 63 7 42,496 4 127.9 674.5

280 3 21,095 3 307 3 116,490 3 75.3 379.4

37 13 1,958 15 37 13 10,789 14 52.9 291.6

1 41 x - 1 41 x - x x 

15 24 x - 15 24 x - x x 

35 14 841 24 35 14 3,320 27 24.0 94.9

40 11 1,435 20 40 11 5,841 19 35.9 146

10 29 x - 10 29 x - x x 

27 16 1,562 17 27 17 7,512 18 57.9 278.2

1 41 x - 1 41 x - x x 

25 18 1,671 16 25 18 8,076 16 66.8 323

- - - - - - - - nc nc

- - - - - - - - nc nc

9 32 x - 9 33 x - x x

- - - - - - - - nc nc

- - - - - - - - nc nc

2 38 x - 2 38 x - x x

8 34 351 33 8 35 1,408 33 43.9 176

17 21 670 29 17 22 2,804 28 39.4 164.9

15 24 1,001 21 15 24 4,138 24 66.7 275.9

25 18 996 23 25 18 5,234 22 39.8 209.4

11 27 997 22 12 27 5,456 21 90.6 454.7

10 29 706 27 10 29 2,688 30 70.6 268.8

2 38 x - 2 38 x - x x 

11 27 593 30 11 28 2,782 29 53.9 252.9

- - - - - - - - nc nc

50 9 2,120 14 50 9 12,494 12 42.4 249.9

2 38 x - 2 38 x - x x 

16 23 239 34 16 23 912 34 14.9 57

10 29 3,111 10 10 29 17,481 8 311.1 1748.1

3 37 396 32 3 37 2,289 31 132.0 763

17 21 2,842 11 18 21 16,069 10 167.2 892.7

8 34 731 26 8 35 3,709 25 91.4 463.6

26 17 1,552 18 28 16 7,574 17 59.7 270.5

146 4 4,254 6 146 4 17,870 7 29.1 122.4

33 15 2,500 12 33 15 10,886 13 75.8 329.9

25 18 817 25 25 18 4,224 23 32.7 169

8 34 471 31 10 29 2,232 32 58.9 223.2

38 12 1,444 19 38 12 5,761 20 38.0 151.6

63 6 3,637 8 64 6 16,440 9 57.7 256.9

50 9 3,117 9 50 9 14,475 11 62.3 289.5

67 5 3,848 7 67 5 19,160 6 57.4 286

51 8 2,291 13 52 8 9,833 15 44.9 189.1

444466  11  2277,,559999  22  444488  11 113399,,881177  22  6611..99  331122..11

378 2 28,090 1 388 2 144,326 1 74.3 372

14 26 685 28 14 26 3,421 26 48.9 244.4

１１戸戸当当たたりりのの
出出荷荷羽羽数数順順

位位
順順
位位

順順
位位

１１戸戸当当たたりりのの
飼飼養養羽羽数数

出出 荷荷 羽羽 数数出出荷荷戸戸数数

鹿 児 島

沖 縄

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮宮 崎崎

高 知

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

大 阪

富 山

石 川

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

新 潟

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

岩 手

北 陸

関 東 ・ 東 山

東 海

近 畿

中 国

四 国

九九 州州

沖 縄

( 都 道 府 県 )

北 海 道

青 森

東 北

全全 国国 農農 業業 地地 域域
・・

都都 道道 府府 県県
飼飼 養養 戸戸 数数 飼飼 養養 羽羽 数数順順

位位

全全 国国

(全国農業地域)

北 海 道

都 府 県
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（６）宮崎県家畜飼養戸数・頭羽数（令和４年２月１日現在）

資料：「農林水産省：畜産統計」

（単位：戸、頭、千羽）

※「－」：事実のないもの

※ 飼養頭数について、令和２年から調査方法が変更になったため、以前の数値とは連動しない。

繁殖雌牛

S60 31,700 213,500 - 1,110 31,100 5,370 586,800 5,710 4,790 735 22,111

H2 24,400 219,000 - 920 29,800 3,510 757,800 5,060 6,020 753 27,409

H7 18,900 248,300 95,100 720 26,800 1,540 760,400 250 6,604 520 18,358

H12 14,300 246,800 92,900 580 23,200 940 791,600 120 4,540 443 16,774

H13 13,400 254,000 96,800 550 22,200 820 835,300 120 4,381 424 16,651

H14 12,500 255,900 94,600 530 21,900 810 854,100 110 4,225 420 17,365

H15 12,100 266,900 99,300 520 21,900 750 849,400 110 4,171 402 17,158

H16 11,600 267,000 97,900 499 21,100 730 863,600 105 4,064 407 17,944

H17 11,200 268,200 98,400 481 20,700 - - - - 403 18,169

H18 10,600 270,900 98,800 465 20,000 662 903,400 84 4,012 394 18,437

H19 10,300 277,800 102,900 434 19,200 650 901,100 83 4,007 385 18,086

H20 10,200 295,400 104,700 400 17,600 645 900,600 87 3,835 383 17,867

H21 10,100 297,900 105,300 374 16,700 623 914,500 83 3,970 384 18,388

H22 9,550 293,200 101,600 353 16,000 - - - - - -

H23 8,410 239,700 83,900 331 13,800 466 766,200 70 3,305 - -

H24 8,200 251,200 79,400 316 15,200 555 885,300 76 3,502 - -

H25 7,730 250,100 78,800 301 15,500 538 838,300 73 3,698 467 26,277

H26 7,300 250,000 77,000 292 15,100 532 838,800 77 3,900 483 28,188

H27 6,980 249,000 75,800 280 14,500 - - - - - -

H28 6,500 243,600 78,800 262 13,800 482 835,400 77 3,832 473 27,438

H29 6,280 243,800 80,600 252 13,700 453 846,700 77 4,108 467 27,684

H30 6,120 245,000 83,200 241 13,600 449 822,200 72 4,253 466 28,424

H31 5,810 250,300 85,700 234 13,700 441 835,700 65 4,451 465 28,236

R2 5,360 244,100 82,900 229 13,600 - - - - - -

R3 5,150 250,000 83,800 215 13,600 404 796,900 54 3,816 443 28,012

R4 4,940 254,500 85,200 209 13,600 335 764,200 54 2,768 446 27,599

飼養羽数

年次

乳用牛肉用牛 豚 採卵鶏 ブロイラー

飼養戸数 飼養頭数飼養戸数 飼養頭数 飼養戸数 飼養頭数 飼養戸数 飼養羽数 飼養戸数
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（７）市町村別家畜飼養頭羽数
①肉用牛・乳用牛（令和４年２月１日現在） （単位：戸，頭）

資料:「農林水産省：畜産統計」
「県畜産振興課調」

※「χ」：個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないもの
「－」：事実のないもの
「０」：1～4頭又は千羽を四捨五入したもの

注：四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

繁繁殖殖牛牛 育育成成牛牛 肥肥育育牛牛

宮 崎 市 407 15,600 14,850 7,490 4,900 2,460 750 570 4 470 320 280 40 150

国 富 町 160 6,710 6,710 3,470 2,160 1,080 － － － － － － － －

綾 町 59 3,310 3,310 1,800 1,190 320 － － － － － － － －

中 部 626 25,620 24,870 12,760 8,250 3,860 750 570 4 470 320 280 40 150

日 南 市 96 9,100 8,540 2,580 1,740 4,220 560 360 1 χ χ χ χ χ

串 間 市 208 9,770 9,750 4,270 2,200 3,280 20 － 11 630 410 360 50 210

南 那 珂 304 18,870 18,290 6,850 3,940 7,500 580 360 12 χ χ χ χ χ

都 城 市 1,171 60,410 56,020 20,910 13,130 21,980 4,390 3,370 105 6,970 5,110 4,420 690 1,860

三 股 町 131 5,860 5,840 1,980 1,160 2,700 20 20 9 270 210 180 30 60

北 諸 県 1,302 66,270 61,860 22,890 14,290 24,680 4,410 3,390 114 7,240 5,320 4,600 720 1,920

小 林 市 833 40,700 34,530 11,940 7,750 14,840 6,170 5,910 27 1,130 840 730 110 290

えび の市 321 24,370 18,090 3,410 2,160 12,520 6,280 5,500 10 660 430 360 70 220

高 原 町 347 12,060 11,990 5,030 3,140 3,820 70 40 8 540 380 340 40 150

西 諸 県 1,501 77,130 64,610 20,380 13,050 31,180 12,520 11,450 45 2,330 1,650 1,430 220 660

西 都 市 166 14,360 11,790 3,300 2,320 6,170 2,570 2,470 6 960 600 540 60 340

高 鍋 町 49 7,290 6,290 1,700 1,400 3,190 1,000 980 2 χ χ χ χ χ

新 富 町 119 10,000 9,140 2,600 1,810 4,730 860 780 6 780 520 440 80 260

西米 良村 4 90 90 50 40 － － － － － － － － －

木 城 町 37 4,010 3,940 1,380 960 1,600 70 60 1 χ χ χ χ χ

川 南 町 135 9,070 6,630 2,810 1,820 2,000 2,440 2,350 12 960 710 590 130 250

都 農 町 79 3,900 3,900 1,740 1,500 660 － － － － － － － －

児 湯 589 48,720 41,780 13,580 9,850 18,350 6,940 6,640 27 2,860 1,930 1,660 280 910

延 岡 市 181 4,490 4,190 1,440 1,090 1,660 300 290 2 χ χ χ χ χ

日 向 市 123 1,890 1,890 1,060 640 190 － － － － － － － －

門 川 町 13 350 350 210 140 － － － － － － － － －

諸 塚 村 23 340 340 200 140 － － － － － － － － －

椎 葉 村 65 1,210 1,210 590 380 240 － － － － － － － －

美 郷 町 71 1,230 1,230 820 400 10 － － － － － － － －

東 臼 杵 476 9,510 9,210 4,320 2,790 2,100 300 290 2 χ χ χ χ χ

高千 穂町 466 6,360 6,360 3,180 1,950 1,230 － － － － － － － －

日之 影町 118 1,210 1,210 730 480 － － － － － － － － －

五ヶ 瀬町 76 810 810 510 300 － － － － － － － － －

西 臼 杵 660 8,380 8,380 4,420 2,730 1,230 － － － － － － － －

宮 崎 県 5,458 254,500 229,000 85,200 54,900 88,900 25,500 22,700 204 13,600 9,700 8,380 1,320 3,860

肉肉用用種種計計
育育成成牛牛

市市町町村村名名
乳乳用用種種計計合合計計

経経産産牛牛

肉肉用用牛牛

農農場場数数 農農場場数数 合合計計

乳乳用用牛牛

小小計計 搾搾乳乳牛牛 乾乾乳乳牛牛交交雑雑種種
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資料：｢農林水産省：畜産統計｣
「県畜産振興課調」

（単位：戸，頭、千羽）

※「χ」：個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないもの
「－」：事実のないもの
「０」：1～4頭又は千羽を四捨五入したもの

注：四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。
注：２０２０年農林業センサス実施年のため、令和２年２月１日現在の豚・鶏のデータなし

②豚・鶏（令和４年２月１日現在）

子子 取取 りり 用用
めめ すす 豚豚

種種 おお すす 豚豚 肥肥 育育 豚豚 そそ のの 他他 採採卵卵鶏鶏
((ひひなな＋＋成成鶏鶏めめすす))

ブブロロイイララーー そそ のの 他他

宮 崎 市 7 5,690 980 20 4,500 190 43 741 16 548 177

国 富 町 7 10,280 940 10 8,650 680 12 327 2 295 30

綾 町 7 16,010 1,610 30 13,840 530 4 93 － 86 7

中 部 21 31,980 3,530 60 26,990 1,400 59 1,161 18 929 214

日 南 市 15 53,290 5,480 110 44,170 3,530 53 761 － 405 356

串 間 市 4 2,300 240 20 1,960 80 9 227 － 214 13

南 那 珂 19 55,590 5,720 130 46,130 3,610 62 988 0 619 369

都 城 市 147 357,760 31,800 570 303,130 22,260 238 8,856 343 7,787 726

三 股 町 6 1,510 450 10 730 320 19 471 29 305 137

北 諸 県 153 359,270 32,250 580 303,860 22,580 257 9,327 372 8,092 863

小 林 市 61 63,500 4,070 180 56,370 2,880 78 3,641 29 3,194 418

え び の 市 36 59,630 4,850 570 46,890 7,320 28 1,352 89 1,063 200

高 原 町 13 15,770 1,700 20 12,260 1,790 22 807 14 733 60

西 諸 県 110 138,900 10,620 770 115,520 11,990 128 5,800 132 4,990 678

西 都 市 7 15,640 2,460 20 11,230 1,930 28 935 － 815 120

高 鍋 町 7 9,020 1,100 20 7,060 840 29 1,202 254 842 106

新 富 町 1 χ χ χ χ χ 35 1,703 998 274 431

西 米 良 村 － － － － － － － χ － － －

木 城 町 10 14,460 1,370 30 12,260 800 12 521 － 489 32

川 南 町 48 113,310 10,140 220 94,800 8,150 61 2,856 713 1,750 393

都 農 町 8 8,560 830 20 7,430 280 48 1,812 － 1,732 80

児 湯 81 χ χ χ χ χ 213 9,029 1,965 5,902 1,162

延 岡 市 5 6,200 550 30 5,430 190 31 505 6 423 76

日 向 市 6 5,530 410 10 4,810 300 120 4,944 274 4,179 491

門 川 町 2 χ χ χ χ χ 35 1,012 1 965 46

諸 塚 村 － － － － － － 2 χ － － χ

椎 葉 村 2 χ χ χ χ χ － － － － －

美 郷 町 2 χ χ χ χ χ 19 1,080 － 1,022 58

東 臼 杵 17 13,880 990 50 12,300 540 207 χ 281 6,589 χ

高 千 穂 町 － － － － － － 22 21 － χ 21

日 之 影 町 － － － － － － 1 χ － χ χ

五 ヶ 瀬 町 1 χ χ χ χ χ － － － － －

西 臼 杵 1 χ χ χ χ χ 23 χ － 478 χ

宮 崎 県 402 764,200 69,300 1,910 640,100 52,900 949 34,352 2,768 27,599 3,985

農農場場数数 合合計計

豚豚 鶏鶏

農農場場数数 合合計計
市市町町村村名名
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（８）都道府県別農業産出額（令和３年）
（単位：億円、％）

資料：「農林水産省：生産農業所得統計」

※「χ」：個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないもの
「－」：事実のないもの

耕耕 種種

①① ②② ③③

全全 国国 34,062 - 7,662 9,286 7,863 6,445 9,801 5,549 3,740 869 53,989 549 88,600 - 38.4 -

（ 農 業 地 域 ）

北 海 道 7,652 - 1,131 4,976 4,069 512 383 229 153 649 5,456 - 13,108 - 58.4 -

都 府 県 26,410 - 6,531 4,310 3,794 5,933 9,418 5,320 3,587 220 48,534 549 75,493 - 35.0 -

東 北 4,624 - 1,023 678 607 1,053 1,837 805 924 33 8,953 15 13,592 - 34.0 -

北 陸 730 - 71 103 94 167 388 306 - - 2,949 9 3,688 - 19.8 -

関 東 ・ 東 山 5,622 - 828 1,455 1,266 1,699 1,601 1,385 146 41 13,153 177 18,952 - 29.7 -

東 海 2,274 - 392 433 385 426 958 808 100 64 4,770 134 7,178 - 31.7 -

近 畿 1,009 - 284 237 208 31 450 310 98 10 3,526 35 4,570 - 22.1 -

中 国 2,002 - 388 413 369 218 971 694 242 11 2,646 2 4,650 - 43.1 -

四 国 979 - 170 151 133 218 433 220 168 8 3,054 2 4,035 - 24.3 -

九 州 8,752 - 3,169 804 700 2,008 2,719 747 1,834 51 8,982 172 17,906 - 48.9 -

沖 縄 420 - 209 36 36 114 58 44 14 3 501 1 922 - 45.6 -

（ 都 道 府 県 ）

北 海 道 7,652 1 1,131 4,976 4,069 512 383 229 153 649 5,456 - 13,108 1 58.4 4

青 森 947 10 161 88 78 221 464 223 227 13 2,330 0 3,277 7 28.9 25

岩 手 1,701 4 280 258 234 318 836 178 621 9 951 0 2,651 10 64.2 3

宮 城 753 12 264 134 122 129 225 157 58 1 1,000 2 1,755 18 42.9 12

秋 田 356 26 52 28 25 166 105 92 x 5 1,302 0 1,658 19 21.5 33

山 形 392 25 133 82 71 137 37 17 x 3 1,943 2 2,337 13 16.8 38

福 島 475 19 133 88 77 82 170 138 18 2 1,427 11 1,913 17 24.8 28

茨 城 1,311 6 174 217 197 373 545 502 33 2 2,822 130 4,263 3 30.8 22

栃 木 1,287 7 243 465 402 307 269 255 x 3 1,399 7 2,693 9 47.8 6

群 馬 1,158 8 167 257 218 468 255 201 43 12 1,245 1 2,404 12 48.2 5

埼 玉 264 33 45 69 60 52 93 93 x 4 1,263 1 1,528 21 17.3 37

千 葉 1,094 9 107 257 225 393 326 247 46 11 2,375 2 3,471 6 31.5 21

東 京 18 47 2 11 10 2 3 2 - 1 178 0 196 47 9.2 43

神 奈 川 150 36 15 38 33 49 47 47 - 1 508 2 660 38 22.7 29

新 潟 504 18 37 55 50 134 278 197 x 0 1,764 2 2,269 14 22.2 32

富 山 83 41 12 16 14 18 37 37 - 0 457 5 545 42 15.2 39

石 川 94 39 14 24 22 14 42 42 - 0 384 1 480 43 19.6 35

福 井 49 44 8 8 8 1 31 30 x 0 344 1 394 44 12.4 41

山 梨 78 42 14 25 21 11 27 19 8 1 1,030 5 1,113 29 7.0 45

長 野 262 34 61 116 100 44 36 19 16 6 2,333 29 2,624 11 10.0 42

岐 阜 424 22 111 43 39 62 205 155 24 3 679 1 1,104 30 38.4 16

静 岡 544 17 77 108 97 56 271 233 30 32 1,418 122 2,084 15 26.1 27

愛 知 840 11 116 206 182 228 261 220 31 29 2,076 6 2,922 8 28.7 26

三 重 466 20 88 76 67 80 221 200 15 0 597 5 1,067 32 43.7 11

滋 賀 114 38 71 26 23 4 13 11 x 0 471 0 585 41 19.5 36

京 都 148 37 17 41 37 5 83 63 14 2 488 27 663 37 22.3 31

大 阪 19 46 2 13 12 2 2 2 - 0 277 0 296 46 6.4 46

兵 庫 635 14 173 116 100 16 329 219 78 2 866 0 1,501 22 42.3 14

奈 良 56 43 12 34 30 3 7 6 x 1 330 5 391 45 14.3 40

和 歌 山 37 45 9 7 6 1 16 9 6 5 1,094 3 1,135 28 3.3 47

鳥 取 289 29 60 79 70 45 104 14 90 0 438 0 727 36 39.8 15

島 根 270 32 98 101 90 26 42 30 12 4 339 1 611 40 44.2 10

岡 山 689 13 103 148 135 28 408 309 83 1 768 0 1,457 23 47.3 7

広 島 545 16 77 65 57 91 309 280 19 3 669 0 1,213 26 44.9 9

山 口 209 35 50 20 17 28 108 61 38 3 432 1 643 39 32.5 20

徳 島 281 30 71 35 31 42 130 30 79 3 649 1 930 33 30.2 23

香 川 336 28 56 52 44 22 205 126 56 1 455 0 792 35 42.4 13

愛 媛 278 31 27 39 35 133 77 55 22 3 966 0 1,244 24 22.3 30

高 知 84 40 16 25 23 21 21 9 11 1 984 1 1,069 31 7.9 44

福 岡 397 24 75 97 83 47 170 113 30 7 1,560 10 1,968 16 20.2 34

佐 賀 356 27 181 19 16 51 101 13 87 3 845 5 1,206 27 29.5 24

長 崎 579 15 265 56 48 125 131 52 78 2 969 3 1,551 20 37.3 19

熊 本 1,318 5 454 341 300 255 236 100 107 32 2,135 25 3,477 5 37.9 17

大 分 465 21 139 90 81 112 122 47 57 2 754 9 1,228 25 37.9 18

宮宮 崎崎 22,,330088 33 881155 9988 8844 551188 887755 110066 773399 33 11,,113399 3322 33,,447788 44 6666..44 22

鹿 児 島 3,329 2 1,240 103 88 900 1,084 316 736 2 1,580 88 4,997 2 66.6 1

沖 縄 420 23 209 36 36 114 58 44 14 3 501 1 922 34 45.6 8

全全国国農農業業地地域域
・・

都都 道道 府府 県県

畜畜 産産
計計

畜畜産産
シシェェアア小小計計

肉肉 用用 牛牛 乳乳 用用 牛牛 豚豚 鶏鶏
そそのの他他
畜畜産産物物

耕耕 種種
加加工工

農農産産物物
順順
位位

順順位位 順順位位
生生 乳乳 鶏鶏 卵卵

ブブロロイイ
ララーー

④④＝＝
①①＋＋②②＋＋③③

①①//④④
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（９）市町村別農業産出額（令和３年）
（単位：億円）

資料：「農林水産省：生産農業所得統計」

※「χ」：個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないもの
「－」：事実のないもの

注：小数点以下は四捨五入するものとする。
四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

生生乳乳 採採卵卵鶏鶏 ブブロロイイララーー

宮 崎 市 70 44 4 4 4 18 6 12 0 239 1 310

国 富 町 34 22 1 x 9 2 0 x 0 44 0 79

綾 町 18 8 0 0 9 0 0 - 0 26 - 44

中 部 122 75 6 x 22 20 6 x 0 309 1 432

日 南 市 63 29 0 x 21 13 1 12 0 60 0 123

串 間 市 41 30 5 4 x 5 - 5 x 41 1 83

南 那 珂 104 59 5 x x 18 1 17 x 100 1 206

都 城 市 764 215 47 41 282 220 45 175 0 135 2 902

三 股 町 39 19 2 2 4 14 x 11 - 13 - 51

北 諸 県 803 234 49 43 285 234 x 186 0 148 2 953

小 林 市 219 126 13 11 16 63 0 63 2 104 1 324

えびの市 150 70 5 4 38 37 2 34 0 43 0 193

高 原 町 43 35 4 3 1 4 x 4 0 11 0 54

西 諸 県 412 230 21 18 54 103 x 101 2 158 1 571

西 都 市 49 34 2 2 x 12 x 11 x 125 1 175

高 鍋 町 57 31 - - 12 14 x 12 - 20 1 77

新 富 町 59 27 5 5 0 26 20 6 - 42 1 102

西米良村 1 1 - - - - - - 0 3 - 3

木 城 町 39 18 1 x 9 11 x 11 - 11 0 50

川 南 町 161 21 7 6 93 40 13 27 0 65 1 227

都 農 町 59 13 - - 7 39 - 39 - 39 0 99

児 湯 425 145 15 x x 141 x 107 x 305 3 733

延 岡 市 33 15 1 1 4 14 1 14 0 36 0 69

日 向 市 252 8 0 0 5 240 13 227 0 23 0 275

門 川 町 33 1 - - x 31 0 31 x 8 0 41

諸 塚 村 3 2 - - - 0 - x 0 1 0 4

椎 葉 村 5 5 0 x 0 0 0 - 0 2 0 7

美 郷 町 28 6 - - x 21 - 21 x 16 0 45

東 臼 杵 354 37 1 x x 307 13 x x 86 0 441

高千穂町 48 26 0 0 - 22 0 22 0 16 0 64

日之影町 5 5 - - - 0 0 - - 7 0 13

五ヶ瀬町 4 4 - - 0 0 0 - - 8 1 13

西 臼 杵 57 35 0 0 0 22 0 22 0 32 1 90

宮 崎 県 2,308 815 98 84 518 875 106 739 3 1,139 32 3,478

市市町町村村名名
小小 計計

畜畜 産産

耕耕種種
加加工工

農農産産物物
計計

肉肉用用牛牛 乳乳用用牛牛 豚豚 鶏鶏
そそのの他他
畜畜産産物物
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飼料及び物価⾼騰等の影響に対する⽀援
〜令和４年度中の取組〜

台風第14号災害に対する⽀援

畜種 予算額【千円】

６･１１
・２月
補正

畜産セーフティネット対策緊急強
化事業

負担
軽減

配合飼料価格安定制度加入者を対
象に、制度に係る⽣産者積⽴⾦相
当額の一部を支援
（２００円／ｔ）

377,656

１１月
補正

県産肥飼料実需農家利⽤促進事業
負担
軽減

実需農家の需要に合わせた県産肥
飼料の⽣産・利⽤に必要な施設・
機械の整備を支援（１／２以内）

53,430

採卵鶏
１１月
補正

鶏卵⽣産費⾼騰緊急対策事業
負担
軽減

鶏卵⽣産原価の掛かり増し経費の
一部を補助（４円／ｋｇ） 90,000

１１月
補正

乳⽤後継牛育成預託支援緊急対策
事業

負担
軽減

乳⽤後継牛の育成預託事業を⾏う
酪農公社に対し、農家負担増の軽
減のため、経費増加の一部を補助
（１／２以内）

11,025

Ｒ４
当初

みやざき牛乳⽣産基盤維持・消費
回復応援事業

負担
軽減

酪農家が⽣産性向上を図り、⽣産
基盤維持を実施した場合の取組に
対する補助（６千円／頭）

72,000

養豚
Ｒ４
当初

肉豚⽣産基盤強化緊急支援事業
負担
軽減

養豚農家自ら種豚導入等による⽣
産基盤維持の取組を実施した場
合、掛かり増し経費を支援
（１００万円/農場上限）

100,000

事業内容

酪農

全畜種
共通

事業名

畜種 予算額【千円】

全畜種
共通

１１月
補正

畜産経営再開緊急支援事業
負担
軽減

台風14号により被災した畜産農家
に対し、経営の復旧に必要な掛か
り増し経費を支援（１／２以内）

95,586

事業名 事業内容
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③③ＷＷＢＢＣＣででのの宮宮崎崎牛牛ＰＰＲＲ

①①河河野野知知事事へへのの宮宮崎崎牛牛贈贈呈呈 ②②大大相相撲撲ででのの宮宮崎崎牛牛ＰＰＲＲ

「おいしさ日本一宮崎牛」
プロモーション

第12回全国和牛能力共進会で獲得した「おいしさ日本一」の称号
を活かし、様々なＰＲをしました。

⑥⑥岸岸田田総総理理へへのの宮宮崎崎牛牛贈贈呈呈⑤⑤宮宮崎崎牛牛ののメメデディィアア試試食食会会

④④ＷＷＢＢＣＣ会会場場ででのの宮宮崎崎牛牛振振るる舞舞いい
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平成２２年の口蹄疫で途絶した宮崎ハマユウポーク
に代わり、宮崎を代表する新たな豚肉ブランドとして
平成２４年に「宮崎ブランドポーク」が誕生しました。
令和４年に１０周年を迎えたことを記念して、更な

るブランド認知度の向上や消費拡大と、生産者・指定
店を応援するため、「宮崎ブランドポークフェスタ」
を開催しました。

宮宮崎崎ブブラランンドドポポーークク1100周周年年！！

たたままニニココAAGGAAIINN22002222
～～日日本本縦縦断断チチャャリリリリレレーー～～ 開開催催！！

鶏卵の生産や流通に携わる全国の採卵鶏農家と関連
会社が、『たまごニコニコ大作戦！たまご２個でみん
なニコニコ』（通称たまニコ）のメッセージを携え、
自転車に乗ってタスキをつなぎ、各地でたまごの素晴
らしさを消費者に伝えるイベントを開催しました。

畜産関係団体、生産者、動物検疫所、県による水際
防疫に関する啓発キャンペーンを宮崎空港で実施しま
した。
海外からの旅行者に対し、広報用のティッシュやチ

ラシを配布し、肉製品等の持ち込み禁止を呼びかける
など、家畜伝染病の病原体を国内に持ち込まないため
の啓発を行いました。

動動物物検検疫疫キキャャンンペペーーンン実実施施

「「甘甘藷藷裏裏作作ででののエエンン麦麦」」をを
軸軸ににししたた耕耕畜畜連連携携

輸入飼料が高騰する中、自給飼料を確保するため、
甘藷生産グループ、コントラクター組織、畜産農家等
と連携し、甘藷裏作のほ場を活用したエン麦を畜産農
家へ供給する取組を行いました。
今後も、地域資源（飼料用米、稲わら、堆肥等）の

利用拡大を図るため耕畜連携を進めていきます。
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平成以降の畜産の動き
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ポ
ー

ク
普
及
促
進

協
議
会
」

へ

名
称
変
更

平
成

23

年

東
日

本
大
震
災
発

生

消
費

税
８
％
に
引

上
げ

熊
本

地
震
発
生

「

宮

崎
県
畜
産
新

生
推
進
プ

ラ
ン
」

策
定

鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
２
件
約

２
８
万
３
千

羽
殺
処
分
（

１
月
ま
で
）

「

宮

崎
ブ
ラ
ン
ド

ポ
ー

ク
」

　
ブ
ラ
ン
ド

認
定

豚
流

行
性
下
痢
（

Ｐ
Ｅ
Ｄ
）

続
発

鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
２
件
約

４
万
６
千
羽

殺
処
分

「

み

や
ざ
き
畜
産

共
創
プ
ラ

ン
」

策
定

豚
オ
ー

エ
ス
キ
ー

病
清
浄
化

全
国

和
牛
能
力
共

進
会
（

宮

城
大
会
）

で

史
上
初
の

台
湾

へ
の
牛
肉
輸

出
開
始

年

平
成

31

年

9

月

宮
崎

牛
Ｇ
Ｉ
認
証

取
得

米
国

ア
カ
デ
ミ
ー

賞
授
賞
式

後
の
パ
ー

テ
ィ
ー

で
「

宮

崎
牛
」

採
用

Ｔ
Ｐ

Ｐ
イ
レ
ブ
ン

　
発
効

30

平
成

新
燃

岳
が
約
３
０

０
年
ぶ
り

に
マ
グ
マ
噴

火

令
和

硫
黄

山
が
２
５
０

年
ぶ
り
に

噴
火

国
内

外
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染

が
拡
大

口
蹄

疫
終
息
１
０

年

口
蹄

疫
終
息
宣
言
（

２
７
日
）

鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
１
３
件

約
１
０
１
万

羽
殺
処
分
（

３
月
ま
で
）

元

米
国

ア
カ
デ
ミ
ー

賞
の
パ
ー

テ
ィ
ー

で
３

年
連
続
「

宮

崎
牛
」

採
用

米
国

ア
カ
デ
ミ
ー

賞
の
パ
ー

テ
ィ
ー

で
２

年
連
続
「

宮

崎
牛
」

採
用

日
米

貿
易
協
定
発

効

日
欧

Ｅ
Ｐ
Ａ
　
発

効

Ｅ
Ｕ

へ
の
牛
肉
輸

出
開
始

消
費

税
１
０
％
に

引
上
げ

年

口
蹄

疫
発
生
（

２

０
日
）

　

２
９
万
７
８

０
８
頭
の
牛

や
豚
が
犠
牲

に

「

口

蹄
疫
か
ら
の

再
生
・
復

興
方
針
」

策

定

令
和

19

年

「

宮

崎
牛
」

地
域

団
体
商
標

取
得

全
国

和
牛
能
力
共

進
会
（

鳥

取
大
会
）

で

日
本
一
獲
得

高
病

原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン

ザ
３
件
約
１

５
万
７
千
羽

殺
処
分

「

み

や
ざ
き
地
頭

鶏
」

　
ブ

ラ
ン
ド
認
定

平
成

２

年

「

み

や
ざ
き
地
鶏
」

普
及
促

進
協
議
会
設

立

豚
オ
ー

エ
ス
キ
ー

病
発
生

25

平
成

年

平
成

28

年

29

年

平
成

消
費

税
５
％
に
引

上
げ

シ
ン

ガ
ポ
ー

ル
へ

牛
肉
輸
出

開
始

宮
崎

市
で
口
蹄
疫

発
生
（

国

内
９
２
年
ぶ

り
）

我
が

国
初
の
Ｂ
Ｓ

Ｅ
発
生
で

全
国
的
に
牛

肉
離
れ

香
港

へ
牛
肉
輸
出

開
始

26

消
費

税
３
％
導
入

ア
メ

リ
カ
へ
牛
肉

輸
出
開
始

牛
肉

・
オ
レ
ン
ジ

の
輸
入
自

由
化

阪
神

大
震
災
発
生

宮
崎

ハ
マ
ユ
ウ
ポ
ー

ク
普
及

促
進
協
議
会

設
立

平
成

「

み

や
ざ
き
地
鶏
」

か
ら
「

み
や
ざ
き
地

頭
鶏
」

へ
の

名
称
変
更

み
や

ざ
き
地
頭
鶏

事
業
協
同

組
合
設
立

平
成

畜
舎

特
例
法
公
布

令
和

2

年

年

鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
１
２
件

約
９
２
万
羽

殺
処
分
（

２

月
ま
で
）

「

宮

崎
県
畜
産
新

生
プ
ラ
ン
」

策
定

3

8

月

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

拡
大

県
内

の
警
報
レ
ベ

ル
4
（

緊

急
事
態
宣
言
）

へ
と
変
更

令
和

4

　
　

　
　
　
　
　

４
大
会
連

続
の
内
閣
総

理
大
臣
賞
受

賞

「

宮

崎
ブ
ラ
ン
ド

ポ
ー

ク
」

　
ブ
ラ
ン
ド

認
定
1
0
周

年

鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
3
件
約

4
1
万
羽
殺

処
分
（

２
月

ま
で
）

全
国

和
牛
能
力
共

進
会
（

鹿

児
島
大
会
）

で
史
上
初
の

10

月
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• 畜舎※１（搾乳施設を含む）又は堆肥舎※２

• 畜舎又は堆肥舎に付随する※３保管庫（倉庫⼜は⾞庫）
• 畜産経営に必要な貯水施設等※４

• 高さ８ｍを超える発酵槽等※２

※市街化区域外・用途地域外の地域に建築
※高さ16ｍ以下の平屋で居住のための居室を有さないもの
※建築士が設計したもの
※新築、増築、改築及び構造に変更を及ぼす⾏為を⾏う際に申請可能

対象となる畜舎

※１ ①ペットの飼育施設、②競⾛⾺・乗⽤⾺の厩舎及び堆肥舎は、畜舎特例法の対象外です。
※２ 家畜排せつ物の処理又は保管のためのものが対象となります。家畜排せつ物以外の物を処理等するものは畜舎特例法の対象外です。
※３ 「付随する」とは、畜舎・堆肥舎と①同⼀敷地内、②隣接する敷地内、③近接する敷地内に建築等するものであって、畜舎・堆肥舎と⼀体的に利⽤することをいいます。
※４ 搾乳施設の洗浄のために使⽤する⽔を貯⽔するための施設、畜舎で使⽤する井⼾⽔を浄化するための浄化設備を備える施設等がこれに当たります。

保管庫等の整備に当たり畜舎特例法を活⽤することで、建築コストの削減や⾏政⼿続の
負担軽減を図ることが可能となります。

○ 建築確認が不要になります
○ 構造等に関する技術基準が緩和されます

利⽤基準を遵守することにより、構造等に関する技術基準の⼀部が建築基準法より緩和されます。 これに
より、建築基準法で建てる畜舎に比べてコストを抑えることができます。

○ 一棟あたりの床面積3,000㎡以下は技術基準の審査等が不要になります
床面積が3,000㎡以下の畜舎・堆肥舎は、敷地、構造、設備に関する技術基準についての審査が不要
となります。

○ 木造の畜舎の間を渡り廊下でつなぐことで3,000㎡を超えられるようになります
木造の畜舎を渡り廊下で隔て、隔てられた畜舎の床面積をそれぞれ3,000㎡以下とし、その畜舎同士の
間に畜舎の高さ分の距離を確保し、⼀定の利⽤基準※５を遵守することで、合計3,000㎡を超えることが
可能となります。※６

○ 周囲の建物との間に６ｍ以上の距離を確保し、一定の利用基準※７ を遵守することで、
建築基準法の防火基準よりも緩和された基準で倉庫や⾞庫を建てることができます※８。
（注意）畜産経営に関係のないものを保管したり、⽤途変更することはできません。

○ ⼯事完了時は届出で済みます
⼯事完了時は完了検査は不要で、届出のみで済みます。

畜舎特例法のメリット

※５ 定期的な消⽕訓練、⽕を使⽤する設備等の周辺や渡り廊下に可燃物を存置しないことについて記録を作成し、少なくとも１年間保存する必要があります。
※６ ただし、渡り廊下でつなぐことで3,000㎡を超える場合には技術基準の審査は必要となります。
※７ 消⽕器の設置や施設内での⽕気使⽤の禁⽌、避難経路の⼗分な採光の確保等の追加の利⽤基準を遵守する必要があります。
※８ 床面積3,000㎡以下の倉庫、床面積500㎡以下の⾞庫に限ります。

畜舎特例法の対象に保管庫が追加されます
「畜舎等の建築等及び利⽤の特例に関する法律施⾏規則」及び「農林⽔産省関係畜舎等の

建築等及び利⽤の特例に関する法律施⾏規則」が改正され、令和５年４⽉1日より新たに保管
庫等が畜舎特例法の対象となります。
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○ 床面積が500㎡以内ごとに１以上の避難口を特定する
○ 災害時の避難に⽀障を⽣じさせないよう、必要な採光を⾏う
○ ⽕気を使⽤しない
○ 消⽕器を備えるとともに、定期的な点検等により当該消⽕器の維持管理を適切に⾏う
○ 倉庫には畜産業⽤物資以外のもの、⾞庫には畜産業⽤⾞両等以外のものを保管しない
○ 畜産業⽤物資及び畜産業⽤⾞両を同⼀の畜舎等に保管する場合は、これらを間仕切壁

又は⼾によって隔てて保管する

最大滞在者数延べ滞在時間面積

４人８時間・人0㎡〜1,000㎡

８人１６時間・人1,000㎡超〜2,000㎡

１２人２４時間・人2,000㎡超〜3,000㎡

１６人３２時間・人3,000㎡超〜

Ａ構造畜舎等

Ｂ構造畜舎等

〇Ａ・Ｂ構造畜舎等共通
• 夜間（夜10時から朝４時）に畜舎内で

睡眠しない
• 避難経路の確保
• Ａ又はＢ構造畜舎等であることの表示

中規模の地震動（震度５強程
度）に対して、損傷が⽣じないよう
な構造等の基準

技術
基準

〇Ｂ構造畜舎等のみ
• 下記表の滞在者数・時間以下にする
• 定期的な避難訓練に関する記録保存

詳しい内容については、建築予定の都道府県の畜産担当課
⼜は農林水産省畜産局企画課（03-3502-5992）へお問い合わせください。

畜舎特例法 検索
農林⽔産省HP「畜舎等の建築等について」もご確認ください︕
https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/
l_tiku_manage/chikusya.html

畜舎特例法による具体的な⼿続例

畜舎建築利⽤
計画の作成

⺠間機関による技術基準事前審査
（3,000㎡以下は不要）

都道府県
知事の認定

認定の
通知

⼯事着⼯
⼯事完了の
届出

申請は農林水産省共通申請サービス（eMAFF）
を通じてオンラインでも受け付けております。

倉庫・⾞庫の防火基準を緩和する場合 以下の追加の利⽤基準を遵守する必要があります。

畜舎特例法の基準 畜舎の構造、防⽕等に関する技術基準と、
畜舎の利⽤⽅法に関する利用基準の両⽅を守る必要があります。

利⽤
基準

中規模の地震動に対して、損傷が
⽣ずる可能性があるが、倒壊しない
ような構造等の基準

技術
基準

申請者 都道
府県

申請者

都道
府県 申請者



49

宮崎県農業・水産業ナビ〜ひなたＭＡＦｉＮ〜

県庁HP

農業に関連する団体や機関を
全全ててリリンンクク

農農業業・・水水産産業業関関連連情情報報をを集集約約！！

スマート農業
情報等の発信

防疫情報等
の周知

補助事業・制度資金
等の情報

新規就農者等
の呼び込み

農業長期計画
等の施策

支援策や様々な取り組みを

知知りりたたいい！！

県の取り組みや施策、コロナ関連支援策等を

わわかかりりややすすくく伝伝ええたたいい！！

生産者

実需者

関係団体

県⺠

ワワンンスストトッッププ検検索索！！

ププッッシシュュ型型
情情報報発発信信！！

近くのリモート
拠点から

ご自宅から

ほ場から

思いや意見を伝えたい、相談したい
近くの場所から研修会に参加したい

繋がる
環境の整備

支庁
各農林振興局本庁各課

農業試験場
畜産試験場

農業大学校
高等水産研修所

普及センター
家畜保健衛生所

リモート拠点

コロナ関連情報
等の周知

○県庁ホームページによる情報提供に加え、農業・水産業関連情報を集約した農政水産部ホームページ
（宮崎県農業・水産業ナビ〜ひなたＭＡＦｉＮ〜）を開設。
ＭＡＦｉＮ：Miyazaki Agriculture and Fisheries Navigationの略

○農業・水産業に関する
→多様な情報をホームページでわかりやすく提供！
→タイムリーな情報をＳＮＳ等を活用して発信！
→農業者、漁業者、県⺠の皆様の思いや意見を集約！

※農政水産部全ての所属に、リモート会議等に対応できるネットワーク環境を整備。
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農業・水産業に関する
→多様な情報をホームページでわかりやすく提供！
→タイムリーな情報をＳＮＳ等を活用して発信！
→皆様の思いや意見を集約！

農業者、漁業者、県民の皆様の

「知りたい！ 伝えたい！ 相談したい！」
にお応えします

スマート農業等
生産現場の取組

家畜・植物防疫
等の情報

補助事業・制度資金
等の情報

新規就農・就業
に向けた支援策

県農業・水産業
長期計画等の施策

新型コロナ関連
情報等

役立つ情報
大切な情報
欲しい情報

届けます！

宮崎県農政水産部

ひひななたたママフフィィンン

メールマガジン

ひなたMAFiN

●スマートフォンのバーコードリーダーを起動して
下さい。（起動方法は機種によって異なります）
●QRコードを読み取ると、各サイトのURLが表示
されますので、クリックすることで各サイトにアク
セスできます。

写真提供の御協力：ＮＯＳＡＩ宮崎

SNS
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